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　篠山鳳鳴同窓会のみなさまには、本校の教育活動の推進にご
理解とご協力を賜り深く感謝申し上げます。
　篠山鳳鳴高等学校長として３年目を迎えました樋口一哉です。
新１年生が３年生になる秋に150年の周年行事を開催する計画を
しております。その歴史と伝統の重みを感じ、この令和の時代に
求められる学校を意識しながら務めてまいります。
　今世の中は様々な改革が求められており、教育の分野も同様
です。「主体的、対話的で深い学びの実現」「個別最適な学び」
「協働的な学び」「教科横断的な学び」「文理融合」など、社会の
変化に対応できる人材を育てる学校現場に求められることは計
り知れません。そのような中、本校は今年度STEAM探究科を開
設しました。「STEAMとは何か？」、それは単に理科、数学、芸術
などを意味するものではありません。また、職業高校で行われて
いるような産業、テクノロジーに直接関わる学びでもありません。
世の中が便利になりすぎて「考える」「主体的に動く」機会が少な
くなっている子どもたちに探究の手法のヒントを与えてくれる取
り組みなのです。
　スーパーマーケットやコンビニエンスストアで何とかバーコード
決済ができることで満足している私以上に、子どもたちにはもっ
とSociety 5.0 を探究してもらいたいと考えています。新学科が
提供しようとしている授業は、学校全体にも様々な提案をしてく
れるはずです。さらに、各教科の授業の大切さを実感して、学習
に対するさらなる動機付けになれば言うことありません。
　本校は県立学校です。兵庫県や国の支援をいただきながら、
未来に子どもを送り出す学校に何が求められて、何をしていくの
か県教委と連携しながら進めているところです。以下に最近の
事業、予定事業を紹介します。

　本校のような伝統校だからこそ同窓生の協力が何よりも心強
いです。新しい時代に向けて、生徒たちの高校生活がさらに有意
義なものとなりますよう、教育活動に取組んでいきます。同窓会の
みなさまにおかれましても、今後とも本校教育へのご支援、ご協
力を賜りますようよろしくお願いいたします。

ご  挨  拶ご  挨  拶
篠山鳳鳴高等学校長

樋 口 一 哉（高36回）篠山鳳鳴同窓会長

中 西 　 薫（高30回）

鳳鳴愛鳳鳴愛
母校に思いを寄せること母校に思いを寄せること

　篠山鳳鳴同窓会の皆様におかれましては、益々ご健勝に
てご活躍のことと存じ、心よりお慶び申し上げます。また、平
素より同窓会活動にご協力賜り、厚く御礼申し上げます。
　本校は、明治９（1876）年に建学された県内で最も歴史あ
る公立高校として今日に至っています。そして、この春に入学
いたしました第79回生が３年生となる令和８（2026）年に、
創立150周年を迎えることとなります。学校三役、同窓会三
役にて協議してまいりました「学校創立150周年記念式典」
及び150周年記念「鳳鳴のつどい」を、令和８（2026）年11月
14日（土）と定め、先般の代議員会にて発表させていただき
ました。具体的な内容につきましては準備会、さらに実行委
員会を設立して検討し、「同窓会ホームページ」や「同窓会
報」を通じてご報告させていただきたいと思います。在校生
とともに多くの同窓生にご参加いただき、大きな節目を祝う
ことができればと祈念しています。
　さて、私が同窓会長に就任させていただき２年が経過い
たしましたが、その間、1000人近い同窓生の方々にお出合い
し、お話をさせていただきました。皆様から頂戴した言葉の
いずれにも、ある思いが込められていました。それは、母校
に寄せる深い感情であり、「鳳鳴愛」にほかならないのです。
高校で過ごす３年間は人生にとって短い期間ですが、恩師
や同級生の姿は卒業後も常に心の内側にあり、何十年経っ
ても鳳鳴高校に育てられている、という世代を超えた熱い思
いです。
　これこそが、母校の積み重ねてきた伝統の力であり、誇り
なのだと私は感じています。
　最後になりましたが、本年度から、校長を中心とした教育
現場の先生方のご努力により、県内４校の一つとして認定
を受けて単位制の「STEAM探究科」が設置され、先端技術
を組み入れた教科横断的な学びを行う最新制度が導入さ
れました。さらに来年度には普通科も単位制になるべく、学
生、PTA、保護者の方々も一丸となって学校改革を進められ
ています。同窓会といたしましても、全面的に学校の取り組
みを応援し、母校の発展に寄与してまいりたいと考えていま
す。どうか、皆様ご支援の程、よろしくお願い申し上げます。

探究Day（探究学習発表会）探究Day（探究学習発表会）

 ・ 国事業　普通科改革支援事業（R5～ R7）
 ・ 県事業　STEAM探究科（単位制）開設（R6）
 ・ 国事業　高等学校DX加速化推進事業（R6）
 ・ 県事業　長寿命化改修事業（R7～R8）校舎全面塗替、
　 　　　　空調・トイレ改修等
 ・ １年生全クラス　年次進行で単位制に移行（R7）
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支部・全国・全世界からのメッセージ

　６月２日（日）、同窓会の先陣を切って、阪神支部の
第23回大会が開催された。会場は、ＪＲ大阪駅直結
のホテルグランヴィア大阪20階に、130名が集結。
　まずは、黙とうから始まり、支部長から歓迎の挨
拶、そして、同窓会会長中西薫（高30回）さんは、再来
年150周年を迎え、11月14日に記念式典を行うの
で、予定を空けてほしいとの依頼、校長の樋口一哉
（高36回）さんから、本年から始めたSTEAM探求科
について、理系・文系の垣根をなくし、課題探求に特
化したこの探求科は、先端技術を活用し、企業や地域
社会とも連携し、身近な課題を解決、新たな価値を創
造する学科となると説明、酒井隆明市長（高25回）か
らは、市名の変更から５年、観光客は増え、福住地区
では移住者も多く、市の人口も増加、さらに、来年は
丹波篠山国際博を行うと発表された。
　会計報告と監査報告があり、拍手で承認。
　記念講演会は元立命館大学文学部教授の中西健治
さん（高18回）が、源氏物語について話され、道長や

紫式部から
始まり、光る
君へは君を
「ぎみ」と読
んだり、光ら
ない君は誰

だろうとか思ってもいない
切り口の話が続いた。
　懇親会の前に、高16回の高
家正和さんが機関誌「郷友」
の現状と会員募集の訴えあ
り。
　鳳鳴中59回の余田和雄さ
んが、御年97歳とは思えな
い、思いのたけを述べ、参加者の健康を祈念して声高
らかに乾杯の音頭を取られた。
　懇親会では、高15回の高見信夫さんからふるさと
納税のPR、その後、大学生２名登壇、高75回の大阪
公立大学２年生の倉垣遼佳さんと野垣梓美さん、倉
垣さんは福祉関係の仕事、野垣さんは役所希望と
語った。ファンキー黒豆兄弟（高32回）石塚俊幸さん
と酒井重朗さんが「さらば青春」「上を向いて歩こう」
「帰るところ」の３曲を披露、拍手喝さい。
　その後は、市議会議員に当選された高30回の野々
村康さん、同窓会副支部長の高32回井関由里子さ
ん、高43回の　原謙介さんの紹介もあり、最後は、高
25回の明山修さん先導での校歌斉唱で、大いに盛り
上がった。
　再来年2026年６月の第24回大会での再会を約し
て散会となる。

洛鳳会総会 お花見会

　丹波市支部のページは、同窓生の紹介です。鳳鳴高
校の32回生（1980年卒）で、農業資材の製造販売を
手がける「たつた農材」（丹波市山南町岩屋）の社長、
塚口徹さんです。
　2011年に母の実家で操業し、13年目になる。高校
卒業後、甲南大学を経て短資会社日短ＡＰ「現・セン
トラル短資」（本社・東京）に入社、15年勤務のあとＵ
ターン。農業資材を扱う会社でノウハウを取得して
独立した。
　主力製品は、ブドウ栽培の雨除けポリテント（ブド
ウ棚のシート）。ビニールハウスの設計施工なども手
がける。「農薬や肥料以外なら何でもありますよ」と
ＰＲする。県内ＪＡや農家などの依頼を受け、資材の
納入、設置を行っている。丹波市や丹波篠山市内にも
得意先は多い。ビニールを裁断機や溶着機を使って
納入先の求めるサイズに裁断、接着し、製品化する。
「相手によって、希望するサイズが違うので、間違わ
ないように細心の注意を払う」という。農家の高齢化
により、廃業する人が増え、経営にも影響する。「で
も、風でビニールハウスが倒れた、早く直してという
声を受け、現場に急ぐ時、やりがいを感じますね。役
立っているなら頑張らんと」と自分に言い聞かせる。

　仕事の息抜きは、バンド活
動。高校時代の仲間５人で活
動する「theチャンポラパン
bando」で、ベースを担当す
る。丹波篠山市や丹波市のイ
ベントにも出演して座を盛
り上げている。混声合唱団
「メイプル」にも所属。「高校
時代は合唱部でしたが、軽音楽部にも出入りしてい
たことが縁で、仲間とバンドを再結成。同級生とも息
長くつきあえるのも音楽のおかげ」とほほ笑む。妻の
井公子（いくこ）さんは、篠山かるた協会所属の競技
かるた５段の腕前。

たつた農材社長
塚口徹さん
臼井　学（高25回）

農業資材を扱う
たつた農材社長の
塚口徹さん
（丹波市山南町岩屋で） 同級生とバンド活動をする塚口さん（左端）

　洛鳳会は、京都や滋賀にお
仕事やお住いの拠点を持た
れている方々が集う会です。
現在は、西垣吉春さん（高17
回）を会長として活動を続け
ています。
　一つ目のご報告は、2023
年９月９日（土）（重陽の節

句）午前11時から京都河原町の東華菜館にて洛鳳会
総会（創設68周年・22回）を開催し、約50名の会員の
方が出席されました。来賓の方々のご挨拶の後、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授・細見和之先生に
より、『生きる糧となる言葉を求めて』―大阪文学学
校校長として―の演題で講演をしていただきまし
た。その後、懇親会となり、円卓を囲んで皆さん、和気
あいあいとした会となりました。終了後、三々五々に
二次会に行かれた方や近くの漢字ミュージアムに行
かれた方もあったようです。

　二つ目のご報告は、先日（2024年４月６日お昼）、
お花見会と称して有志による交流会を開催しまし
た。例年は新年会を開催しているのですが、事務局の
都合もあり４月のお花見会としました。今年は桜の
開花が遅れたことも幸いし、当日はまさしく花見日
和で満開でした。宴は伏見の月の蔵人で行い、参加人
数は少なかったですが、楽しい会となりました。
　今後も皆様に喜んでいただけるような活動を続け
てまいりますので、是非とも忌憚のないご意見やご
協力・ご支援を賜りますようお願いいたします。

洛鳳会の
活動報告
代表幹事
松浦昌宏（高30回）

　爽やかな秋晴れの令和5
年10月22日(日)、ご鎮座
960年を奉祝の杉並区の大
宮八幡宮清涼殿で関東支部
のつどいを開催いたしまし
た。コロナ禍で延期しており
ましたが実に4年ぶりの開
催です。　

　来賓は、丹波篠山市長 酒井隆明様、篠山同窓会長 
中西薫様、篠山鳳鳴高等学校長 樋口一哉様、阪神支
部長 永井哲郎様、洛鳳会代表幹事 松浦昌宏様、東京
鳳鳴会長 佐藤茂樹様・幹事高坂千穂様、兵庫県人会
東京事務所長 今後元彦様・幹事 平谷英明様となり、
各位からご挨拶と近況報告。更に特別ゲストの阪急
交通社代表取締役社長の酒井淳様より話題豊富なス
ピ－チで盛会となり、久しぶりにわが郷土の皆様と
の懇親を深めることができて楽しい有意義な集いと
なりました。

　関東支部は、東京・神奈川・埼玉・千葉等の首都圏に
在住の篠山鳳鳴高校等OBの皆さんの組織です。登
録制での会員となります(年会費無料)ので、登録ご
希望の方は下記まで連絡下さい。
　　　　（連絡先） 関東支部事務局　堀口敦実
　　　　　　　　 atsumi.horiguchi@outlook.jp

小南 嵐・小南稔彦

丹波篠山市南新町218

定休日／土・日・祝日

第２３回大会
盛大に開催！
支部長
永井哲郎（高19回）

兵庫県丹波篠山市中野76-4 FAX（079）594－2612

http://www.holonpia.com

TEL 079-593-1341
兵庫県丹波篠山市川北新田52

舞鶴若狭道  丹南篠山口ICより車で５分
JR福知山線 篠山口駅より車で７分

〒669-2725

URL  http://hougyoen.com

関東支部つどいの
開催について
事務局次長
堀口敦実（高32）
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立っているなら頑張らんと」と自分に言い聞かせる。

　仕事の息抜きは、バンド活
動。高校時代の仲間５人で活
動する「theチャンポラパン
bando」で、ベースを担当す
る。丹波篠山市や丹波市のイ
ベントにも出演して座を盛
り上げている。混声合唱団
「メイプル」にも所属。「高校
時代は合唱部でしたが、軽音楽部にも出入りしてい
たことが縁で、仲間とバンドを再結成。同級生とも息
長くつきあえるのも音楽のおかげ」とほほ笑む。妻の
井公子（いくこ）さんは、篠山かるた協会所属の競技
かるた５段の腕前。

たつた農材社長
塚口徹さん
臼井　学（高25回）

農業資材を扱う
たつた農材社長の
塚口徹さん
（丹波市山南町岩屋で） 同級生とバンド活動をする塚口さん（左端）

　洛鳳会は、京都や滋賀にお
仕事やお住いの拠点を持た
れている方々が集う会です。
現在は、西垣吉春さん（高17
回）を会長として活動を続け
ています。
　一つ目のご報告は、2023
年９月９日（土）（重陽の節

句）午前11時から京都河原町の東華菜館にて洛鳳会
総会（創設68周年・22回）を開催し、約50名の会員の
方が出席されました。来賓の方々のご挨拶の後、京都
大学大学院人間・環境学研究科教授・細見和之先生に
より、『生きる糧となる言葉を求めて』―大阪文学学
校校長として―の演題で講演をしていただきまし
た。その後、懇親会となり、円卓を囲んで皆さん、和気
あいあいとした会となりました。終了後、三々五々に
二次会に行かれた方や近くの漢字ミュージアムに行
かれた方もあったようです。

　二つ目のご報告は、先日（2024年４月６日お昼）、
お花見会と称して有志による交流会を開催しまし
た。例年は新年会を開催しているのですが、事務局の
都合もあり４月のお花見会としました。今年は桜の
開花が遅れたことも幸いし、当日はまさしく花見日
和で満開でした。宴は伏見の月の蔵人で行い、参加人
数は少なかったですが、楽しい会となりました。
　今後も皆様に喜んでいただけるような活動を続け
てまいりますので、是非とも忌憚のないご意見やご
協力・ご支援を賜りますようお願いいたします。

洛鳳会の
活動報告
代表幹事
松浦昌宏（高30回）

　爽やかな秋晴れの令和5
年10月22日(日)、ご鎮座
960年を奉祝の杉並区の大
宮八幡宮清涼殿で関東支部
のつどいを開催いたしまし
た。コロナ禍で延期しており
ましたが実に4年ぶりの開
催です。　

　来賓は、丹波篠山市長 酒井隆明様、篠山同窓会長 
中西薫様、篠山鳳鳴高等学校長 樋口一哉様、阪神支
部長 永井哲郎様、洛鳳会代表幹事 松浦昌宏様、東京
鳳鳴会長 佐藤茂樹様・幹事高坂千穂様、兵庫県人会
東京事務所長 今後元彦様・幹事 平谷英明様となり、
各位からご挨拶と近況報告。更に特別ゲストの阪急
交通社代表取締役社長の酒井淳様より話題豊富なス
ピ－チで盛会となり、久しぶりにわが郷土の皆様と
の懇親を深めることができて楽しい有意義な集いと
なりました。

　関東支部は、東京・神奈川・埼玉・千葉等の首都圏に
在住の篠山鳳鳴高校等OBの皆さんの組織です。登
録制での会員となります(年会費無料)ので、登録ご
希望の方は下記まで連絡下さい。
　　　　（連絡先） 関東支部事務局　堀口敦実
　　　　　　　　 atsumi.horiguchi@outlook.jp

小南 嵐・小南稔彦

丹波篠山市南新町218

定休日／土・日・祝日

第２３回大会
盛大に開催！
支部長
永井哲郎（高19回）

兵庫県丹波篠山市中野76-4 FAX（079）594－2612

http://www.holonpia.com

TEL 079-593-1341
兵庫県丹波篠山市川北新田52

舞鶴若狭道  丹南篠山口ICより車で５分
JR福知山線 篠山口駅より車で７分

〒669-2725

URL  http://hougyoen.com

関東支部つどいの
開催について
事務局次長
堀口敦実（高32）
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三田市消防長
大西孝男

兵庫県警察本部総務部長
大垣博資

丹波篠山市消防長
井関雅浩

尼崎市消防局長
小山覚之

　諸先輩方から脈々と受け継がれてきた「卒業30年のつど
い」。令和６（2024）年は、平成６（1994）年
３月卒業の私たち第46回生がそのバトンを引き
継ぎ、令和６年１月２日、ユニトピアささやま
にて卒業30年のつどいを開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の蔓延中は、大勢
が集うこのような会がなかなか開催できない状
況でしたが、感染状況が落ち着いてきたため、
当日は５名の恩師の先生のご臨席、105名とい
う多くの仲間の参加がありました。このつどい
を通じて、久方ぶりに懐かしい仲間や恩師との
再会を果たすとともに、クラスを超えたご縁と
絆を深める場となり、非常に有意義な１日とな
りました。
　昨今、LINEなどのSNSを通じて容易に連絡
が取りあえる時代となりましたので、この卒業
30年のつどいをきっかけとして、今回再会でき

なかった仲間も含めてSNSで呼びかけるなどしながら、数
年後にはもう一度集まる機会を設け、第46回生のつながり
を一層深めたいと考えております。
　後になりますが、卒業30年のつどいを開催するにあたり、
準備万端整えてくださいましたすべての関係者の皆様、本
当にありがとうございました。

「第４６回生卒業３０年のつどい」を開催
中川昌之・小立理恵（高46回)

ユニトピアささやま　池横芝生での集合写真▲

　私達が生まれたのは戦中・戦後の昭和20年21年。社会
が混乱した時で、人数が少なく、入試では、ほとんど入学

できました。1964年３年の時は東京オリンピックで、日本
が世界に「日本ここにあり!」と言わんばかりの勢いでした。
デカンショ祭は篠山川原であり、郡家には篠山連隊があり、
その後兵庫農科大学があり、我が家にも何人も学生が下宿
していました。明治18年頃私の祖父は氷上から鳳鳴義塾に
入り、卒業を待たずに陸軍士官学校に合格し、東京に行き

ました。青山藩主のお陰で東京に尚志館
があり、多くの方が東京で勉強できたこ
と、すごいと思います。大相撲の地方巡
業で横綱やたくさんの力士が来て、50ほ
どの力士の旗が立ち並び壮観でした。
　お城で体育祭の応援の練習をし、運動
部の人はお城の周りを走り、いつもお城
と一緒に生活していました。
　卒業60年になりましたが、皆元気でお
しゃべりは止まりません。楽しい一日で
した。鳳鳴高校が学力、体力共に向上す
ることを心から願っております。

卒業6０年 喜寿77歳
元気に73人集まりました !

吉村（松山）万里子（高16回)

　コロナ禍規制明けの令和5年５月20日、丹波篠山市内「山
里料理『まえ川』」において、高校第29回生３年４組の卒
業生22名が卒業後46年の年月を経て集まりました。当日
は、担任をしていただいた恩師岡本光弘先生には遠路淡路

“絆”は永遠に!! 
『鳳鳴2934』クラス会開催

服部玉記（高29回)

からご出席を賜った他、先担任の近成先生には“フォトレ
ター”での出席と先生作の絵はがきを全員にプレゼントし
ていただきました。
　高校当時の体育祭や文化祭等楽しかった想い出話に花が
咲き、“アッ !”という間の一時でした。多感で青春真っ盛
りの２年間を共に過ごした“同窓生の絆”は46年という歳
月にも流されることなく当時のままで、これから先も変わ
らぬことを確認し合いました。最後は恩師を囲んで校歌を

全員で合唱、次回は母校の創立150周
年を祝い「卒業50周年『鳳鳴2934』
クラス会」での再会を約束して散会しま
した。
　また、クラスの連絡網兼情報共有の
テーブルとして『鳳鳴2934』を設けて
情報交換を行うこととし、兵庫県内はも
ちろん全国から様々な情報が寄せられて
おり、今後も同窓生の“絆”は益々深ま
ると考えています。
　なお、当日参加者から募った「同窓会
活動協力金」は、篠山鳳鳴同窓会事務局
に届けました。母校の発展を祈念いたし
ます。

卒業53周年 全クラス 同窓会
谷本隆一（高22回)

　3年前、卒業50周年同窓会を計画していましたが、コロ
ナ禍で開催することができませんでした。令和5年度になっ
て53周年同窓会を、卒業生334名のうち86名の参
加を得て開催することができました。53年ぶりに会
う同窓生と話が合うのか心配していましたが、会っ
た瞬間高校時代の面影となつかしさがこみ上げ、そ
んな懸念が吹き飛んでしまいました。
　最初に、池横の芝生で記念撮影を行いました。全
員がにこやかに映っていて安堵しました。会場に入っ
て、全員で物故者41名への黙祷、校歌の斉唱を行い
ました。旧友との再会の高揚感のなかでの乾杯、そ
して、おやじバンド有志の演奏が始まりました。「高
校三年生」、「ブルーシャトー」などのバンド演奏者
はプロを含む高校22回生メンバーとのこと、感動し
ました。

　その後、篠山鳳鳴140周年記念CDと卒業アルバムが校
歌とともにスクリーンに流れる中、恩師小林秀郎先生の「文
学作品」研究成果のご披露、司会者の流ちょうなリードの
もと旧友との絆を深めました。
　本当になつかしい時間を過ごすことができました。これ
を機に、丹波篠山の元気と笑顔が増えたらと願っています。

　コロナ問題にあたり難しい大人数
の総会を見事に手ぎわよく開催され
無事終了しました事、参加者の一人
として心から感謝申上げ、併せて世
話人の皆様のご高配に厚く御礼申し
上げます。
　実は私儀（鳳中59）は昭和14年
4月の入学であり当時から満州事
変・支那事変と少しずつ戦時体制に移行しつつありました
が「鳳鳴中学内部」には一定の余裕をもった教育方針があっ
たように思います。やはり青山公以来の「忠君愛国」「勤倹
尚武」の武士道精神が教育のベースにあり、すべての教官
も心得ておられた賜と思えます。更に上級生の下級生指導
も「厳しさの中に優しさを感じさせる」ようで意外に楽し

第15回「鳳鳴のつどい」に出席して
余田和雄（鳳中59回）

い学校の雰囲気だったようです。
　私の記憶に鮮やかなのは
　①校歌の中のフレーズ
　　「国と家とを守るべき　柱とならむ我ついに」
　であります。（どのようにして「柱とならうか」が問題で
すが）

　②デカンショで「花のお江戸で芝居する」は篠山の看板
です。

　　私の陸士時代もこのデカンショだけは、私が一人で歌
いました。

　　更に替え歌で
　　「俺が死んだら三途の川でヨ―　鬼を集めて角力とら
す」を皆で歌ったものです。

　これは鳳鳴又は篠山の特許にして頂きたい。要するに
●青山忠誠公の遺徳は常に顕彰しよう
●デカンショは 花のお江戸に代り世界・地球・宇宙に拡げ
よう

高35回生、あなたのそばに
　　　　　　　　安全・安心
井関雅浩・小山覚之・大西孝男・大垣博資（高35回)

　「鳳消会」第35回卒業の同級生5人が消防士になったこ
とで作った親睦会が、今では同窓の後輩職員が加わり50名
余り、兵庫県下を問わず他府県でも活躍しています。「体力
に自信あり、地元で公務員」と少し安易な気持ちでしたが、
36年間同僚、地域の方々、家族に支えられ今は感謝の気持
ちしかありません。特に４人の同級生の存在が励みになり、
地域は違えど気持ちの通じる仲間で本当に心強いです。地
元である丹波篠山市消防本部で篠山鳳鳴高校の卒業生とし
て誇りを持ち、安全・安心なまちづくりのために最善を尽
くします。［火の用心・救急車の適正利用］
　　　　　　　　　　　　　井関雅浩（丹波篠山市消防長）
　高校卒業時、一色先生から「上司から仕事を頼まれる人
に成りなさい。」との言葉をいただき、その意味も解らない
まま消防吏員となって早41年が過ぎました。仕事を「頼ま
れる」から「任される」となり、今では「任せる」側とな
りましたが、振り返ると尼崎市に何の所縁もない私を受け
入れ、育ててくれた消防組織と上司、同僚そして家族の支
えに感謝しています。また、同学年5人が同じ消防職とい
うことも大きな励みとなっています。定年延長でゴールが
少し遠退きましたが、これからも安全・安心なまちづくり
のため、一以貫之の気持ちを忘れず勤しんでまいります。
　　　　　　　　　　　　　　小山覚之（尼崎市消防局長）

　「質実剛健」
私が篠山鳳鳴
高 校 で 学 ん
で、消防士を
志してから今
まで大切にし
てきた言葉で
す。「飾り気
なく、素直で力強い人間でありたい」という言葉を大切に
消防生活を送ってます。奇しくも同じ高校出身の同じ学び
を受けた同級生４人が市は違えど消防長、県警の総務部長
として市民を守る仕事をしていることは大変名誉な事です。
伝統と歴史ある篠山鳳鳴高校でお世話になった方々に感謝
しつつ、これからも更に大きく飛躍していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　大西孝男（三田市消防長）
　私は高校を卒業して警察官になりました。つい先日60歳
を迎えたところです。自らの歩みを顧みると暴力団対立抗
争の警戒や阪神・淡路大震災の災害警備、阪神タイガース
優勝パレード警戒や要人警護など様々な経験をしたほか、
兵庫県警察以外に警察庁や近畿管区警察局において勤務す
る機会も得ました。警察の業務は多岐にわたります。
　さて、警察官採用試験の受験資格は35歳未満です。学歴
は勿論、新卒者や社会人経験者を問いません。採用後は努
力次第で昇進もあります。同窓生の皆さん、県民の安全と
安心を確保する警察の仕事はいかがですか?
　　　　　　　　　　　　　　大垣博資（兵庫県警察本部）

すもう
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三田市消防長
大西孝男

兵庫県警察本部総務部長
大垣博資

丹波篠山市消防長
井関雅浩

尼崎市消防局長
小山覚之

　諸先輩方から脈々と受け継がれてきた「卒業30年のつど
い」。令和６（2024）年は、平成６（1994）年
３月卒業の私たち第46回生がそのバトンを引き
継ぎ、令和６年１月２日、ユニトピアささやま
にて卒業30年のつどいを開催しました。
　新型コロナウイルス感染症の蔓延中は、大勢
が集うこのような会がなかなか開催できない状
況でしたが、感染状況が落ち着いてきたため、
当日は５名の恩師の先生のご臨席、105名とい
う多くの仲間の参加がありました。このつどい
を通じて、久方ぶりに懐かしい仲間や恩師との
再会を果たすとともに、クラスを超えたご縁と
絆を深める場となり、非常に有意義な１日とな
りました。
　昨今、LINEなどのSNSを通じて容易に連絡
が取りあえる時代となりましたので、この卒業
30年のつどいをきっかけとして、今回再会でき

なかった仲間も含めてSNSで呼びかけるなどしながら、数
年後にはもう一度集まる機会を設け、第46回生のつながり
を一層深めたいと考えております。
　後になりますが、卒業30年のつどいを開催するにあたり、
準備万端整えてくださいましたすべての関係者の皆様、本
当にありがとうございました。

「第４６回生卒業３０年のつどい」を開催
中川昌之・小立理恵（高46回)

ユニトピアささやま　池横芝生での集合写真▲

　私達が生まれたのは戦中・戦後の昭和20年21年。社会
が混乱した時で、人数が少なく、入試では、ほとんど入学

できました。1964年３年の時は東京オリンピックで、日本
が世界に「日本ここにあり!」と言わんばかりの勢いでした。
デカンショ祭は篠山川原であり、郡家には篠山連隊があり、
その後兵庫農科大学があり、我が家にも何人も学生が下宿
していました。明治18年頃私の祖父は氷上から鳳鳴義塾に
入り、卒業を待たずに陸軍士官学校に合格し、東京に行き

ました。青山藩主のお陰で東京に尚志館
があり、多くの方が東京で勉強できたこ
と、すごいと思います。大相撲の地方巡
業で横綱やたくさんの力士が来て、50ほ
どの力士の旗が立ち並び壮観でした。
　お城で体育祭の応援の練習をし、運動
部の人はお城の周りを走り、いつもお城
と一緒に生活していました。
　卒業60年になりましたが、皆元気でお
しゃべりは止まりません。楽しい一日で
した。鳳鳴高校が学力、体力共に向上す
ることを心から願っております。

卒業6０年 喜寿77歳
元気に73人集まりました !

吉村（松山）万里子（高16回)

　コロナ禍規制明けの令和5年５月20日、丹波篠山市内「山
里料理『まえ川』」において、高校第29回生３年４組の卒
業生22名が卒業後46年の年月を経て集まりました。当日
は、担任をしていただいた恩師岡本光弘先生には遠路淡路

“絆”は永遠に!! 
『鳳鳴2934』クラス会開催

服部玉記（高29回)

からご出席を賜った他、先担任の近成先生には“フォトレ
ター”での出席と先生作の絵はがきを全員にプレゼントし
ていただきました。
　高校当時の体育祭や文化祭等楽しかった想い出話に花が
咲き、“アッ !”という間の一時でした。多感で青春真っ盛
りの２年間を共に過ごした“同窓生の絆”は46年という歳
月にも流されることなく当時のままで、これから先も変わ
らぬことを確認し合いました。最後は恩師を囲んで校歌を

全員で合唱、次回は母校の創立150周
年を祝い「卒業50周年『鳳鳴2934』
クラス会」での再会を約束して散会しま
した。
　また、クラスの連絡網兼情報共有の
テーブルとして『鳳鳴2934』を設けて
情報交換を行うこととし、兵庫県内はも
ちろん全国から様々な情報が寄せられて
おり、今後も同窓生の“絆”は益々深ま
ると考えています。
　なお、当日参加者から募った「同窓会
活動協力金」は、篠山鳳鳴同窓会事務局
に届けました。母校の発展を祈念いたし
ます。

卒業53周年 全クラス 同窓会
谷本隆一（高22回)

　3年前、卒業50周年同窓会を計画していましたが、コロ
ナ禍で開催することができませんでした。令和5年度になっ
て53周年同窓会を、卒業生334名のうち86名の参
加を得て開催することができました。53年ぶりに会
う同窓生と話が合うのか心配していましたが、会っ
た瞬間高校時代の面影となつかしさがこみ上げ、そ
んな懸念が吹き飛んでしまいました。
　最初に、池横の芝生で記念撮影を行いました。全
員がにこやかに映っていて安堵しました。会場に入っ
て、全員で物故者41名への黙祷、校歌の斉唱を行い
ました。旧友との再会の高揚感のなかでの乾杯、そ
して、おやじバンド有志の演奏が始まりました。「高
校三年生」、「ブルーシャトー」などのバンド演奏者
はプロを含む高校22回生メンバーとのこと、感動し
ました。

　その後、篠山鳳鳴140周年記念CDと卒業アルバムが校
歌とともにスクリーンに流れる中、恩師小林秀郎先生の「文
学作品」研究成果のご披露、司会者の流ちょうなリードの
もと旧友との絆を深めました。
　本当になつかしい時間を過ごすことができました。これ
を機に、丹波篠山の元気と笑顔が増えたらと願っています。

　コロナ問題にあたり難しい大人数
の総会を見事に手ぎわよく開催され
無事終了しました事、参加者の一人
として心から感謝申上げ、併せて世
話人の皆様のご高配に厚く御礼申し
上げます。
　実は私儀（鳳中59）は昭和14年
4月の入学であり当時から満州事
変・支那事変と少しずつ戦時体制に移行しつつありました
が「鳳鳴中学内部」には一定の余裕をもった教育方針があっ
たように思います。やはり青山公以来の「忠君愛国」「勤倹
尚武」の武士道精神が教育のベースにあり、すべての教官
も心得ておられた賜と思えます。更に上級生の下級生指導
も「厳しさの中に優しさを感じさせる」ようで意外に楽し

第15回「鳳鳴のつどい」に出席して
余田和雄（鳳中59回）

い学校の雰囲気だったようです。
　私の記憶に鮮やかなのは
　①校歌の中のフレーズ
　　「国と家とを守るべき　柱とならむ我ついに」
　であります。（どのようにして「柱とならうか」が問題で
すが）

　②デカンショで「花のお江戸で芝居する」は篠山の看板
です。

　　私の陸士時代もこのデカンショだけは、私が一人で歌
いました。

　　更に替え歌で
　　「俺が死んだら三途の川でヨ―　鬼を集めて角力とら
す」を皆で歌ったものです。

　これは鳳鳴又は篠山の特許にして頂きたい。要するに
●青山忠誠公の遺徳は常に顕彰しよう
●デカンショは 花のお江戸に代り世界・地球・宇宙に拡げ
よう

高35回生、あなたのそばに
　　　　　　　　安全・安心
井関雅浩・小山覚之・大西孝男・大垣博資（高35回)

　「鳳消会」第35回卒業の同級生5人が消防士になったこ
とで作った親睦会が、今では同窓の後輩職員が加わり50名
余り、兵庫県下を問わず他府県でも活躍しています。「体力
に自信あり、地元で公務員」と少し安易な気持ちでしたが、
36年間同僚、地域の方々、家族に支えられ今は感謝の気持
ちしかありません。特に４人の同級生の存在が励みになり、
地域は違えど気持ちの通じる仲間で本当に心強いです。地
元である丹波篠山市消防本部で篠山鳳鳴高校の卒業生とし
て誇りを持ち、安全・安心なまちづくりのために最善を尽
くします。［火の用心・救急車の適正利用］
　　　　　　　　　　　　　井関雅浩（丹波篠山市消防長）
　高校卒業時、一色先生から「上司から仕事を頼まれる人
に成りなさい。」との言葉をいただき、その意味も解らない
まま消防吏員となって早41年が過ぎました。仕事を「頼ま
れる」から「任される」となり、今では「任せる」側とな
りましたが、振り返ると尼崎市に何の所縁もない私を受け
入れ、育ててくれた消防組織と上司、同僚そして家族の支
えに感謝しています。また、同学年5人が同じ消防職とい
うことも大きな励みとなっています。定年延長でゴールが
少し遠退きましたが、これからも安全・安心なまちづくり
のため、一以貫之の気持ちを忘れず勤しんでまいります。
　　　　　　　　　　　　　　小山覚之（尼崎市消防局長）

　「質実剛健」
私が篠山鳳鳴
高 校 で 学 ん
で、消防士を
志してから今
まで大切にし
てきた言葉で
す。「飾り気
なく、素直で力強い人間でありたい」という言葉を大切に
消防生活を送ってます。奇しくも同じ高校出身の同じ学び
を受けた同級生４人が市は違えど消防長、県警の総務部長
として市民を守る仕事をしていることは大変名誉な事です。
伝統と歴史ある篠山鳳鳴高校でお世話になった方々に感謝
しつつ、これからも更に大きく飛躍していきます。
　　　　　　　　　　　　　　　大西孝男（三田市消防長）
　私は高校を卒業して警察官になりました。つい先日60歳
を迎えたところです。自らの歩みを顧みると暴力団対立抗
争の警戒や阪神・淡路大震災の災害警備、阪神タイガース
優勝パレード警戒や要人警護など様々な経験をしたほか、
兵庫県警察以外に警察庁や近畿管区警察局において勤務す
る機会も得ました。警察の業務は多岐にわたります。
　さて、警察官採用試験の受験資格は35歳未満です。学歴
は勿論、新卒者や社会人経験者を問いません。採用後は努
力次第で昇進もあります。同窓生の皆さん、県民の安全と
安心を確保する警察の仕事はいかがですか?
　　　　　　　　　　　　　　大垣博資（兵庫県警察本部）

すもう
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●父方の波多野家、家系図を見ると応仁の乱で戦
攻を挙げた波多野清秀が丹波篠山の高城山（別名 
丹波富士）に築城、居城した事から八上城の歴史が
始まる。その後、元清、波多野秀治、等が続き、県下
41番目の史跡になっている。60年振りに高城山に
登りふるさとの景色を眺めたい。
　　　　　　　　　 　　高13 明山嘉佑（西宮市）
●当日のご盛会を祈念致します。
　　　　　　　　　 高27 西尾嘉文（丹波篠山市）
●兄弟姉妹7人がお世話になりました。残るは姉
（辻きぬ子、103才）と96才の私だけです。鳳鳴中
59回生も残るは数名。「ひびき世に満つ篠山の」と
変（ベン）声を張りあげた昔がなつかしい。
　　　　　　　　　　　 中59 竹内静夫（神戸市）
●数年前に軽い気持ではじめた俳句、季語の難し
さに悩まされながら続けています。良い先生の指導
のもと頑張っています。クラス会月一回延々と続け
ています。　　　　　高９ 畑美智子（丹波篠山市）
●病気も治り、元気に過ごしてます。
　　　　　　　　　　　　高15 小林俊治（堺市）
●なつかしい鳳鳴のつどいありがとうございまし
た。益々の発展祈ります。　　　　　　　匿名
●同級生には「同級生」という「縁」があるそうで、
若い時代の同級生というものは一生の宝物だと三
回目の成人式近くなると痛感します。
　　　　　　　　　高35 本山尚己（丹波篠山市）
●免許証返納して早や3年。丹波篠山大好きでした
が、電車で行く様になると随分、出掛ける回数が減
りました。街中散策だけで本当に不便を感じます。
久し振りの同窓会開催とても嬉しく存じます。
　　　　　　　　　　　　高７ 原千津子（西宮市）
●久しぶりの「つどい」お世話になります。いつも細
やかなお世話をありがとうございます。別件です
が、同窓会報の配布は家庭数で良いのではありま
せんか、という意見を聞きました。同じ家庭なので
一通でよい方を調査して（又は自己申し出）していた
だいて対応できるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　 　　高19 藤田加代（京都市）
●一年生では唯一男女共学クラスで全員が進学を
目ざしており、卒業まで多くの時間を勉強に費や
し、互いに競い合った事が、関東でも高校時の思い
出話に花を咲かせた同級会を長年続けられた理由
で有ったかもしれない。  高７ 畑中正治（茅ヶ崎市）  
●4月から、今話題のマイナンバー担当になった。
日々、国や県の動きとにらめっこの生活。県内で教
員不足の話が出ているが、鳳鳴は大丈夫だろうか。
R6年1月には高46回の30年がある。ご協力を。
　　　　　　　　　高46 中川昌之（丹波篠山市）
●井の中の蛙、お山の大将じゃ駄目！日本は広い、
世界はもっと広い。池の鯉より太平洋の鯨になろ
う！　　　　　　　　　　高19 倉　義己（神戸市）
●いま、全国の100万都市以外の公立高校は、少子
化により軒並み定員割れを起こしています。篠山の
場合は、それに加えて学区の拡大化によるところが
大きいと思われます。もはや、鳳鳴の現教職員の
方々や在校生に「頑張れ」というだけでは限界にき
ています。入学希望者が増えないことには何も始ま
りません。そこで、阪神間以北、特に三田あたりにお
住まいのOB,OGの方々にお願いしたいと思いま
す。「祖父母や父母の学んだ、あの素晴らしい鳳鳴
高校へ進学しなさい」と、勧めていただきたい。
OB,OGの総力を結集して、母校を盛り立てるべき
だと思います。　　　　  高21 竹内壽一（横浜市）
●同窓会「鳳鳴のつどい」の御連絡を拝受し有難く
深く感謝申し上げます。東京の大学（現東京都市大
学）を卆業後日本火災海上を経て、名古屋の三菱重
工業（後の三菱自動車工業）に就職し勤務地であっ
た岡崎市に現住所の居を構え3人（男1 女2）の子
供に恵まれお陰様で現在も健康にて暮らしており
ます。大会には参加できませんが、会員の皆様の御
健康と御幸福を心からお祈り申し上げます。  
　　　　　　　　　 　　 高７ 貫井興治（岡崎市）
●滋賀県に住いして40年になります。宮崎県、静岡
県、滋賀県と3県を2～3回勤務しました。現在は（リ
タイヤ後）環境関係のNPO法人で、行政、企業、協会
の環境保全活動を支援しています。貴会の隆盛を
祈念致します。　　　　　高18 佐野由明（守山市）
●東京阿佐ヶ谷で元気に暮らしています。
　　　　　　　　　　　高15 山口積恵（杉並区）
●青春とは心の若さなり。年令で云うのではあり

ません。鳳鳴精神でいつまでも青春です。鳳鳴高校
の益々の発展をお祈り致しております。
　　　　　　　　　　　　高１ 川口　聖（西宮市）
●昨年、結婚して50年を迎えた。夫は先にあの世へ
旅立ち、二人で祝うことは出来なかったが、何か形
に残るもので記念にしたいと思い、シャンソンを中
心に「我が人生 愛の歌」というタイトルでCDを制
作した。夫や私にご縁のある人達に貰っていただ
き、大きな反響が返ってきて、CDは私の宝物となっ
た。皆様のメッセ―ジからは、これからも元気で生
きていく力をいただいた。 高17 井本信代（三田市）
●同期会がきっかけで同期の森田宏氏と60年振り
に再会できました。同氏は第二の故郷、新発田市で
町内会長として、町内に溶け込んではつらつと活躍
されておられます。私もゴミ拾いや趣味の篠笛や
習い事の太極拳で、楽しく元気よく過ごして行こう
と思っています。　　　　高16 太野垣 功（新潟市）
●35回生では、来たる令和7年1月3日に、ユニトピ
アささやまにおいて「3回目の成人式」（還暦の集
い）を開催予定です。35回生の皆さん、一堂に会し
ましょう。　　　　　高35 小谷隆幸（丹波篠山市）
●同級生の皆さん、お元気ですか？とうとう八十路
半ばを超えましたネ。　  高7 畑　穰（丹波篠山市）
●随分と遅くなりましたが、同窓会の皆様にはご
支援とご協力を賜りお世話になりましたこと、心か
ら感謝を申しあげます。篠山鳳鳴同窓会のますま
すのご発展を願っております。
　　　　　前会長（高22） 河南秀和（丹波篠山市）
●残念ながら都合悪く・・・（遠方）鳳鳴のつどい欠
席させていただきます。集いの盛況を願っておりま
す。　　　　　　　　　　高12 中山岩男（越谷市）
●ご案内いつもありがとうございます。都合が悪く
出席できませんが、楽しいつどいになることを祈念
致します。　　　　　　　高29 内藤伸彦（西宮市）
●本年4月より東京の職場に異動になりました。短
期的ではありますが、東京Lifeを楽しんでいます。
仕事は、産学連携を担当しており、最近はベン
チャー支援をしています。（所属は東京医科歯科大
学です。）　　　　　　 高30 松浦昌宏（武蔵野市）
●昭和生まれ、トップランナーとして幸ひにも未だ
自力で生活しております。3年前妻を亡くしました
が、公的な諸サービスに恵まれ、看護師やヘルパー
さんに度々訪問頂き感謝しております。なつかしい
篠山にも時々帰り、故郷の変化と発展も身を以って
感じております。デカンショの精神は今では江戸で
は、世界である事強調したいネ！！
　　　　　　　　　　　 中59 余田和雄（大阪市）
●90才の壁、90才を迎える事の大きさを意識して
おります。犬、猫、亀の世話もして90年近くになりま
した。皆様、しっかりと90才の壁が迎えられる事を
祈っております。　　　 高５ 中村裕子（名古屋市）
●現在、シルバーで内外ゴムに行って5年を迎える。
来年は引退してマスターズの陸上短距離を目指す。
マラソン辞めて10年目。新しい気持ちで。
　　　　　　　　　　　 高17 井尻　努（明石市）
●昭和30年高校卒業後、電力会社に就職し神戸で
4年、和歌山で39年間勤務し、退職後は自治会の役
員と趣味のカラオケで楽しく余生を送っておりま
す。来年は米寿を迎える年になりました。私の母
校・篠山鳳鳴高校の御繁栄を祈ります。
　　　　　　　　　 　　高７ 中山義隆（和歌山市）
●「同窓会報」楽しみにしています。現役生徒の運
動会の写真を見て、私たちは袴に下駄姿で「お富さ
ん」をクラス全員で合唱し応援したことを思い出し
ます。　　　　　　　　 高８ 井関 治（さいたま市）
●同窓会の御案内等を送付して戴くと、参加させ
て戴きたいと思うのですが、全ての御案内に参加さ
せて戴けない事を残念に感じております。皆様に
は体調にくれぐれも気を付け日々を御過ごし下さ
いませ。御案内状を送付して下さりありがとうござ
いました。まずは御礼まで。　
　　　　　　　　高36 篠倉元美（北村）（神戸市）
●コロナ感染禍も治まり小学校の同窓会を5年振
りに開催され参加しました。遠方からの友も多数参
加しました。懐かしい篠山の街並を観光しました。
旧鳳鳴高校の跡地の変わり様に驚きました。観光
客も多く街の賑わいに嬉しく思った次第です。
　　　　　　　　　　　　高９ 小川渥美（倉敷市）
●大東亜戦争開戦時入学。乙女の夢は遠く、1年生
はのこぎりを肩にモンペ姿で山仕事。2年生～学徒

同窓生からのお便り 順不同　敬称略（令和5年７月～令和6年５月分）（令和5年７月～令和6年５月分）

挺身隊として伊丹東洋紡へ工場勤務。爆弾、戦艦操
作の戦火で再び故郷へ一同揃って帰省を夢見た
日々。食物不足で大豆、どんぐりを食事に、ビタミン
不足で発病するクラスメートを労りつつ、終戦を当
地で迎え線路づたいで帰宅。学校生活に戻った私
達は友情の絆強く、命の尊さ、平和を願う最高の同
窓会です。　　　 高女33 藤木千皓（丹波篠山市）
●卒業後、行方不明の私に毎年年賀状をくれてい
た友人が2人。やっと同窓会に参加するタイミング
をいただいたのが42才。今年62才。阪神支部の幹
事の役をいただき、これまでご尽力いただいた皆
様のお役に立てる様がんばります！！
　　　　　　　　　　 　 高32 石塚俊幸（大阪市）
恩師との思い出
●波部初雄先生への感謝！！
　　　　　　　　　　　 高６ 旭 重子（東大阪市）
●商業科卆の16回生。3年生の就職先決定時に先
生より希望を聞かれたが特になく、学校へいちば
ん最初に求人に来た企業を希望したところ、三菱
電機を受験・合格。勤務中に大卆同等試験に合格。
人事・総務部内にて新工場の立上げ、会社初のサウ
ジアラビア駐在員（他インド）として勤務。56才の
役職定年後、従業員5,000名の小会社の役員経験。
この間、常に心に留めていたのは鳳鳴の校訓で
あった。「質実剛健」でした。「飾り気がなく、まじめ
で心・体が強くたくましいこと」感謝！　　　　　
　　 　　　　　　　　高16 藤井春彦（長岡京市）
●大学を出て昭和51年4月に鳳鳴に赴任され、私
たち1年5組の担任をしてくださった桑野英明先生
には少なからぬ影響を受けました。私はその後、県
立高校の英語教師となり、県教育委員会を経て県
立高校の校長で退職しましたが、今でも桑野先生
の英語の授業はよく覚えています。桑野先生がして
くださるお話は、英語や外国に興味を持っていた私
には大変新鮮でした。桑野先生は鳳鳴を出られて
から、再度鳳鳴に勤務されたとか。その後は私学の
教員となられましたが、数年前までは、仕事で時々
お会いできていました。当時とあまり変わらない印
象でお若くてお元気そうでした。
　　　　　　　　　　　 高31 長澤和弥（三田市）
●高校2年と3年の担任だった細見勇太郎先生は、
2年の秋ごろから朝日新聞に連載されていた北杜
夫の「奇病連盟」を切り抜き、朝の点呼に配られま
した。内容は覚えていませんが、国語好きの私には、
楽しいひと時でした。おかげで、関西の私学に合格
し、後に先生と同じ道を歩みました。先生のみ魂に
感謝いたします。　　高20 久下隆史（丹波篠山市）
●昭和42年高校2年より1本500円の竹のポール
で始めた棒高跳、8月の県ジュニアー大会で2位に
なり近畿大会への出場が決まった時に陸上部顧問
の植田憲雄先生（英語）が1本4万円するグラスファ
イバーのポールを購入すると言って生徒会担当の
穂積 豊先生（体育）と協議し近畿大会に出場しま
した。高校3年の近畿インターハイでは4ｍ00の県
高校新記録を樹立したが７位で全国インターハイ
出場（6位以内）は成らなかったが、陸上部顧問の植
田憲雄先生のお陰で大変充実した部活動でした。
次回につづく・・・　　 　　高21 利根 正（三田市）
●高校の3年間、自然現象への興味と社会への不
安が混ざり合った日々を過ごした。そんな若者に程
よい距離を取って接してくださった先生方には、今
も感謝の念を深くしている。
　　　　　　　　　　  高７ 辻敬一郎（名古屋市）
●さて、昨年の続き。第8代校長堀毛哲夫先生のこ
と。先生のおかげで入社出来ました。それから、1年
9ヶ月目本社に転勤は労務課長久保田淳一さんで
す。堀毛先生と久保田課長のおかげで私の現在が
あります。久保田課長は、その後甲南大学の理事長
になられていて娘の就職にも大変お世話になり、親
子共に人生の歩みのために助力下さいました。こ
の事は堀毛先生のおかげで、お礼は先生に出来ま
せんでしたが、同窓会に対してお返ししたいと思っ
てます。先生、本当に有難うございました。鳳鳴万才
です。　　　　　　　　　高９ 西本治美（大阪市）
●1年藤井先生 体育祭で先生チームが生徒の中で
の力走。お尚さん、早い！速い！2年樋口先生　舌を
口先で筒状に出来るのは遺伝と云われ、家族では
母が出来ず父の遺伝らしい。3年岸本先生 入学後
の色覚検査、デタラメを云ったら、「見えてないやろ
う？」　　　　　　  高18 村上範子（丹波篠山市）

　４月28日（日）正午より、95名の仲間たちと共に、ユ
ニトピアささやまにて第25回卒業生同級会を開催しまし
た。
　朝、目を覚ますと驚くような好天に。水が張られた田ん
ぼには空の青・山々の緑、そして民家が映し出され、遠方
から故郷に来られた皆さんへの最高のプレゼント。
　会場大スクリーンには篠山の四季・入学式の集合写真・
臨海学校・修学旅行・各部活動・体育祭などを投影。あち

こちから、「こんなク
ラブあったの」「どん
な活動してたの」「恥
ずかしい」とワイワイ
ガヤガヤ、大盛り上が
り。

　また地元の名産が当たるゲーム大会の最後にはじゃんけ
んで景品の奪い合い、ステージではギターの演奏にあわせ
高校時代の懐かしい歌を。少しずつ大声になり、校歌斉唱
です。式典のように全員が起立し、前を向いて声を張り上
げ熱唱、心が震える感動の一時でした。
　二次会には50名が参加、一人ひとりの思い出を披露し時
間がたつのも忘れた一日でした。次回４年後の同級会参加
を目標に自分たちの体調管理をすることを誓い、散会しま
した。

まさか私たちが古希を
　迎えるような年に!

小林忠一（高25回）

同期の桜
粟野正美（高9回）

　令和６年１月に入って、同級生の皆様からの要望があっ
てようやく同期会の開催準備を進めることになりました。
開催日を令和６年４月３日（水）に場所は「ユニトピアさ
さやま」で、満開の桜を期待してのことでした。寒さが長
引き見事にその期待は外れてしまいました。
　兵庫県立篠山鳳鳴高等学校を昭和32年３月（９回生）に
卒業させていただき、以来67年という歳月が流れていまし
た。それぞれの同期の皆様がそれぞれの志しをもって、そ
れぞれの人生を歩んできました。その足跡は違っていても、
同期生の絆は何年たっても同じです。交流が深まれば深ま
るほど繋がりは太く、深くなります。これが「同期の桜」
の素晴しいところであると思います。
　「最後の同期会」とあって46名の多数の皆様の参加を頂
き盛大に開催する事が出来ました。みんなで校歌を歌い、

そして、「同期の桜」を合唱するなど、宴会が進むにつれて
盛り上がりを見せ、あっという間の２時間半でした。
　お互いに元気を頂けた思い出が心の中でまた一つ増やせ
ることが出来ました。
　残り少ない人生ですが、強く、しぶとく、しなやかに、
そして、元気に楽しい毎日が過ごすことが出来ますように
誓い合って、少し心魅かれるお別れとなりました。　

20歳の同窓会
大木幹己（高74回)

　この度私たち74回生は、成人するにあたり「20歳のお
祝い同窓会支援事業」のサポートを受け、令和6年1月6日
にユニトピアささやまにて同窓会を開催しました。
　はたちのつどいの前日で忙しいにもかかわらず多くの同
級生が参加してくれました。
　また、学年の先生方が揃って来てくださり、お一人ずつ
から有難いお言葉をいただきました。まだコロナ禍が続い
ていましたが、5類に引き下げられたこともあり20歳を迎
えた年にこうして沢山の同級生が集まれたことを大変嬉し
く思います。
　同窓会当日では、2時間という短い時間ではありましたが、
卒業式以来会っていなかった仲間と話をしたり、先生方へ
学生時代お世話になった感謝の気持ちを伝えたりすること
ができ、非常に有意義な時間となりました。

　また、同窓会は代表2人で進めていた為運営がスムーズ
に行くか不安でしたが、受付時など様々な場面でたくさん
の仲間が協力して動いてくれてとても助かりました。協力
してくれた人がいたから今回の会が良いものになったのだ
と思います。
　74回生の皆さんと出会い、かけがえのない仲間を見つけ
たこと、そして篠山鳳鳴高校を卒業したことを誇りに思い
ます！同窓会に来てくださり有難うございました！また皆
さんと会えることを楽しみにしています！！！

卒業生から寄贈を受けましたありがとうございました

サッカーゴール
高27回生 石川泰彦様
サッカーゴール
高27回生 石川泰彦様

陸上競技部横断幕　陸上部卒業生有志陸上競技部横断幕　陸上部卒業生有志

書棚　高7回生 井関道夫様
書籍　高7回生 藤田一道様
書棚　高7回生 井関道夫様
書籍　高7回生 藤田一道様
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支部・全国・全世界からのメッセージ

●父方の波多野家、家系図を見ると応仁の乱で戦
攻を挙げた波多野清秀が丹波篠山の高城山（別名 
丹波富士）に築城、居城した事から八上城の歴史が
始まる。その後、元清、波多野秀治、等が続き、県下
41番目の史跡になっている。60年振りに高城山に
登りふるさとの景色を眺めたい。
　　　　　　　　　 　　高13 明山嘉佑（西宮市）
●当日のご盛会を祈念致します。
　　　　　　　　　 高27 西尾嘉文（丹波篠山市）
●兄弟姉妹7人がお世話になりました。残るは姉
（辻きぬ子、103才）と96才の私だけです。鳳鳴中
59回生も残るは数名。「ひびき世に満つ篠山の」と
変（ベン）声を張りあげた昔がなつかしい。
　　　　　　　　　　　 中59 竹内静夫（神戸市）
●数年前に軽い気持ではじめた俳句、季語の難し
さに悩まされながら続けています。良い先生の指導
のもと頑張っています。クラス会月一回延々と続け
ています。　　　　　高９ 畑美智子（丹波篠山市）
●病気も治り、元気に過ごしてます。
　　　　　　　　　　　　高15 小林俊治（堺市）
●なつかしい鳳鳴のつどいありがとうございまし
た。益々の発展祈ります。　　　　　　　匿名
●同級生には「同級生」という「縁」があるそうで、
若い時代の同級生というものは一生の宝物だと三
回目の成人式近くなると痛感します。
　　　　　　　　　高35 本山尚己（丹波篠山市）
●免許証返納して早や3年。丹波篠山大好きでした
が、電車で行く様になると随分、出掛ける回数が減
りました。街中散策だけで本当に不便を感じます。
久し振りの同窓会開催とても嬉しく存じます。
　　　　　　　　　　　　高７ 原千津子（西宮市）
●久しぶりの「つどい」お世話になります。いつも細
やかなお世話をありがとうございます。別件です
が、同窓会報の配布は家庭数で良いのではありま
せんか、という意見を聞きました。同じ家庭なので
一通でよい方を調査して（又は自己申し出）していた
だいて対応できるのではないでしょうか。
　　　　　　　　　 　　高19 藤田加代（京都市）
●一年生では唯一男女共学クラスで全員が進学を
目ざしており、卒業まで多くの時間を勉強に費や
し、互いに競い合った事が、関東でも高校時の思い
出話に花を咲かせた同級会を長年続けられた理由
で有ったかもしれない。  高７ 畑中正治（茅ヶ崎市）  
●4月から、今話題のマイナンバー担当になった。
日々、国や県の動きとにらめっこの生活。県内で教
員不足の話が出ているが、鳳鳴は大丈夫だろうか。
R6年1月には高46回の30年がある。ご協力を。
　　　　　　　　　高46 中川昌之（丹波篠山市）
●井の中の蛙、お山の大将じゃ駄目！日本は広い、
世界はもっと広い。池の鯉より太平洋の鯨になろ
う！　　　　　　　　　　高19 倉　義己（神戸市）
●いま、全国の100万都市以外の公立高校は、少子
化により軒並み定員割れを起こしています。篠山の
場合は、それに加えて学区の拡大化によるところが
大きいと思われます。もはや、鳳鳴の現教職員の
方々や在校生に「頑張れ」というだけでは限界にき
ています。入学希望者が増えないことには何も始ま
りません。そこで、阪神間以北、特に三田あたりにお
住まいのOB,OGの方々にお願いしたいと思いま
す。「祖父母や父母の学んだ、あの素晴らしい鳳鳴
高校へ進学しなさい」と、勧めていただきたい。
OB,OGの総力を結集して、母校を盛り立てるべき
だと思います。　　　　  高21 竹内壽一（横浜市）
●同窓会「鳳鳴のつどい」の御連絡を拝受し有難く
深く感謝申し上げます。東京の大学（現東京都市大
学）を卆業後日本火災海上を経て、名古屋の三菱重
工業（後の三菱自動車工業）に就職し勤務地であっ
た岡崎市に現住所の居を構え3人（男1 女2）の子
供に恵まれお陰様で現在も健康にて暮らしており
ます。大会には参加できませんが、会員の皆様の御
健康と御幸福を心からお祈り申し上げます。  
　　　　　　　　　 　　 高７ 貫井興治（岡崎市）
●滋賀県に住いして40年になります。宮崎県、静岡
県、滋賀県と3県を2～3回勤務しました。現在は（リ
タイヤ後）環境関係のNPO法人で、行政、企業、協会
の環境保全活動を支援しています。貴会の隆盛を
祈念致します。　　　　　高18 佐野由明（守山市）
●東京阿佐ヶ谷で元気に暮らしています。
　　　　　　　　　　　高15 山口積恵（杉並区）
●青春とは心の若さなり。年令で云うのではあり

ません。鳳鳴精神でいつまでも青春です。鳳鳴高校
の益々の発展をお祈り致しております。
　　　　　　　　　　　　高１ 川口　聖（西宮市）
●昨年、結婚して50年を迎えた。夫は先にあの世へ
旅立ち、二人で祝うことは出来なかったが、何か形
に残るもので記念にしたいと思い、シャンソンを中
心に「我が人生 愛の歌」というタイトルでCDを制
作した。夫や私にご縁のある人達に貰っていただ
き、大きな反響が返ってきて、CDは私の宝物となっ
た。皆様のメッセ―ジからは、これからも元気で生
きていく力をいただいた。 高17 井本信代（三田市）
●同期会がきっかけで同期の森田宏氏と60年振り
に再会できました。同氏は第二の故郷、新発田市で
町内会長として、町内に溶け込んではつらつと活躍
されておられます。私もゴミ拾いや趣味の篠笛や
習い事の太極拳で、楽しく元気よく過ごして行こう
と思っています。　　　　高16 太野垣 功（新潟市）
●35回生では、来たる令和7年1月3日に、ユニトピ
アささやまにおいて「3回目の成人式」（還暦の集
い）を開催予定です。35回生の皆さん、一堂に会し
ましょう。　　　　　高35 小谷隆幸（丹波篠山市）
●同級生の皆さん、お元気ですか？とうとう八十路
半ばを超えましたネ。　  高7 畑　穰（丹波篠山市）
●随分と遅くなりましたが、同窓会の皆様にはご
支援とご協力を賜りお世話になりましたこと、心か
ら感謝を申しあげます。篠山鳳鳴同窓会のますま
すのご発展を願っております。
　　　　　前会長（高22） 河南秀和（丹波篠山市）
●残念ながら都合悪く・・・（遠方）鳳鳴のつどい欠
席させていただきます。集いの盛況を願っておりま
す。　　　　　　　　　　高12 中山岩男（越谷市）
●ご案内いつもありがとうございます。都合が悪く
出席できませんが、楽しいつどいになることを祈念
致します。　　　　　　　高29 内藤伸彦（西宮市）
●本年4月より東京の職場に異動になりました。短
期的ではありますが、東京Lifeを楽しんでいます。
仕事は、産学連携を担当しており、最近はベン
チャー支援をしています。（所属は東京医科歯科大
学です。）　　　　　　 高30 松浦昌宏（武蔵野市）
●昭和生まれ、トップランナーとして幸ひにも未だ
自力で生活しております。3年前妻を亡くしました
が、公的な諸サービスに恵まれ、看護師やヘルパー
さんに度々訪問頂き感謝しております。なつかしい
篠山にも時々帰り、故郷の変化と発展も身を以って
感じております。デカンショの精神は今では江戸で
は、世界である事強調したいネ！！
　　　　　　　　　　　 中59 余田和雄（大阪市）
●90才の壁、90才を迎える事の大きさを意識して
おります。犬、猫、亀の世話もして90年近くになりま
した。皆様、しっかりと90才の壁が迎えられる事を
祈っております。　　　 高５ 中村裕子（名古屋市）
●現在、シルバーで内外ゴムに行って5年を迎える。
来年は引退してマスターズの陸上短距離を目指す。
マラソン辞めて10年目。新しい気持ちで。
　　　　　　　　　　　 高17 井尻　努（明石市）
●昭和30年高校卒業後、電力会社に就職し神戸で
4年、和歌山で39年間勤務し、退職後は自治会の役
員と趣味のカラオケで楽しく余生を送っておりま
す。来年は米寿を迎える年になりました。私の母
校・篠山鳳鳴高校の御繁栄を祈ります。
　　　　　　　　　 　　高７ 中山義隆（和歌山市）
●「同窓会報」楽しみにしています。現役生徒の運
動会の写真を見て、私たちは袴に下駄姿で「お富さ
ん」をクラス全員で合唱し応援したことを思い出し
ます。　　　　　　　　 高８ 井関 治（さいたま市）
●同窓会の御案内等を送付して戴くと、参加させ
て戴きたいと思うのですが、全ての御案内に参加さ
せて戴けない事を残念に感じております。皆様に
は体調にくれぐれも気を付け日々を御過ごし下さ
いませ。御案内状を送付して下さりありがとうござ
いました。まずは御礼まで。　
　　　　　　　　高36 篠倉元美（北村）（神戸市）
●コロナ感染禍も治まり小学校の同窓会を5年振
りに開催され参加しました。遠方からの友も多数参
加しました。懐かしい篠山の街並を観光しました。
旧鳳鳴高校の跡地の変わり様に驚きました。観光
客も多く街の賑わいに嬉しく思った次第です。
　　　　　　　　　　　　高９ 小川渥美（倉敷市）
●大東亜戦争開戦時入学。乙女の夢は遠く、1年生
はのこぎりを肩にモンペ姿で山仕事。2年生～学徒

同窓生からのお便り 順不同　敬称略（令和5年７月～令和6年５月分）（令和5年７月～令和6年５月分）

挺身隊として伊丹東洋紡へ工場勤務。爆弾、戦艦操
作の戦火で再び故郷へ一同揃って帰省を夢見た
日々。食物不足で大豆、どんぐりを食事に、ビタミン
不足で発病するクラスメートを労りつつ、終戦を当
地で迎え線路づたいで帰宅。学校生活に戻った私
達は友情の絆強く、命の尊さ、平和を願う最高の同
窓会です。　　　 高女33 藤木千皓（丹波篠山市）
●卒業後、行方不明の私に毎年年賀状をくれてい
た友人が2人。やっと同窓会に参加するタイミング
をいただいたのが42才。今年62才。阪神支部の幹
事の役をいただき、これまでご尽力いただいた皆
様のお役に立てる様がんばります！！
　　　　　　　　　　 　 高32 石塚俊幸（大阪市）
恩師との思い出
●波部初雄先生への感謝！！
　　　　　　　　　　　 高６ 旭 重子（東大阪市）
●商業科卆の16回生。3年生の就職先決定時に先
生より希望を聞かれたが特になく、学校へいちば
ん最初に求人に来た企業を希望したところ、三菱
電機を受験・合格。勤務中に大卆同等試験に合格。
人事・総務部内にて新工場の立上げ、会社初のサウ
ジアラビア駐在員（他インド）として勤務。56才の
役職定年後、従業員5,000名の小会社の役員経験。
この間、常に心に留めていたのは鳳鳴の校訓で
あった。「質実剛健」でした。「飾り気がなく、まじめ
で心・体が強くたくましいこと」感謝！　　　　　
　　 　　　　　　　　高16 藤井春彦（長岡京市）
●大学を出て昭和51年4月に鳳鳴に赴任され、私
たち1年5組の担任をしてくださった桑野英明先生
には少なからぬ影響を受けました。私はその後、県
立高校の英語教師となり、県教育委員会を経て県
立高校の校長で退職しましたが、今でも桑野先生
の英語の授業はよく覚えています。桑野先生がして
くださるお話は、英語や外国に興味を持っていた私
には大変新鮮でした。桑野先生は鳳鳴を出られて
から、再度鳳鳴に勤務されたとか。その後は私学の
教員となられましたが、数年前までは、仕事で時々
お会いできていました。当時とあまり変わらない印
象でお若くてお元気そうでした。
　　　　　　　　　　　 高31 長澤和弥（三田市）
●高校2年と3年の担任だった細見勇太郎先生は、
2年の秋ごろから朝日新聞に連載されていた北杜
夫の「奇病連盟」を切り抜き、朝の点呼に配られま
した。内容は覚えていませんが、国語好きの私には、
楽しいひと時でした。おかげで、関西の私学に合格
し、後に先生と同じ道を歩みました。先生のみ魂に
感謝いたします。　　高20 久下隆史（丹波篠山市）
●昭和42年高校2年より1本500円の竹のポール
で始めた棒高跳、8月の県ジュニアー大会で2位に
なり近畿大会への出場が決まった時に陸上部顧問
の植田憲雄先生（英語）が1本4万円するグラスファ
イバーのポールを購入すると言って生徒会担当の
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した。高校3年の近畿インターハイでは4ｍ00の県
高校新記録を樹立したが７位で全国インターハイ
出場（6位以内）は成らなかったが、陸上部顧問の植
田憲雄先生のお陰で大変充実した部活動でした。
次回につづく・・・　　 　　高21 利根 正（三田市）
●高校の3年間、自然現象への興味と社会への不
安が混ざり合った日々を過ごした。そんな若者に程
よい距離を取って接してくださった先生方には、今
も感謝の念を深くしている。
　　　　　　　　　　  高７ 辻敬一郎（名古屋市）
●さて、昨年の続き。第8代校長堀毛哲夫先生のこ
と。先生のおかげで入社出来ました。それから、1年
9ヶ月目本社に転勤は労務課長久保田淳一さんで
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あります。久保田課長は、その後甲南大学の理事長
になられていて娘の就職にも大変お世話になり、親
子共に人生の歩みのために助力下さいました。こ
の事は堀毛先生のおかげで、お礼は先生に出来ま
せんでしたが、同窓会に対してお返ししたいと思っ
てます。先生、本当に有難うございました。鳳鳴万才
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の色覚検査、デタラメを云ったら、「見えてないやろ
う？」　　　　　　  高18 村上範子（丹波篠山市）

　４月28日（日）正午より、95名の仲間たちと共に、ユ
ニトピアささやまにて第25回卒業生同級会を開催しまし
た。
　朝、目を覚ますと驚くような好天に。水が張られた田ん
ぼには空の青・山々の緑、そして民家が映し出され、遠方
から故郷に来られた皆さんへの最高のプレゼント。
　会場大スクリーンには篠山の四季・入学式の集合写真・
臨海学校・修学旅行・各部活動・体育祭などを投影。あち

こちから、「こんなク
ラブあったの」「どん
な活動してたの」「恥
ずかしい」とワイワイ
ガヤガヤ、大盛り上が
り。

　また地元の名産が当たるゲーム大会の最後にはじゃんけ
んで景品の奪い合い、ステージではギターの演奏にあわせ
高校時代の懐かしい歌を。少しずつ大声になり、校歌斉唱
です。式典のように全員が起立し、前を向いて声を張り上
げ熱唱、心が震える感動の一時でした。
　二次会には50名が参加、一人ひとりの思い出を披露し時
間がたつのも忘れた一日でした。次回４年後の同級会参加
を目標に自分たちの体調管理をすることを誓い、散会しま
した。

まさか私たちが古希を
　迎えるような年に!

小林忠一（高25回）

同期の桜
粟野正美（高9回）

　令和６年１月に入って、同級生の皆様からの要望があっ
てようやく同期会の開催準備を進めることになりました。
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さやま」で、満開の桜を期待してのことでした。寒さが長
引き見事にその期待は外れてしまいました。
　兵庫県立篠山鳳鳴高等学校を昭和32年３月（９回生）に
卒業させていただき、以来67年という歳月が流れていまし
た。それぞれの同期の皆様がそれぞれの志しをもって、そ
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同期生の絆は何年たっても同じです。交流が深まれば深ま
るほど繋がりは太く、深くなります。これが「同期の桜」
の素晴しいところであると思います。
　「最後の同期会」とあって46名の多数の皆様の参加を頂
き盛大に開催する事が出来ました。みんなで校歌を歌い、

そして、「同期の桜」を合唱するなど、宴会が進むにつれて
盛り上がりを見せ、あっという間の２時間半でした。
　お互いに元気を頂けた思い出が心の中でまた一つ増やせ
ることが出来ました。
　残り少ない人生ですが、強く、しぶとく、しなやかに、
そして、元気に楽しい毎日が過ごすことが出来ますように
誓い合って、少し心魅かれるお別れとなりました。　

20歳の同窓会
大木幹己（高74回)

　この度私たち74回生は、成人するにあたり「20歳のお
祝い同窓会支援事業」のサポートを受け、令和6年1月6日
にユニトピアささやまにて同窓会を開催しました。
　はたちのつどいの前日で忙しいにもかかわらず多くの同
級生が参加してくれました。
　また、学年の先生方が揃って来てくださり、お一人ずつ
から有難いお言葉をいただきました。まだコロナ禍が続い
ていましたが、5類に引き下げられたこともあり20歳を迎
えた年にこうして沢山の同級生が集まれたことを大変嬉し
く思います。
　同窓会当日では、2時間という短い時間ではありましたが、
卒業式以来会っていなかった仲間と話をしたり、先生方へ
学生時代お世話になった感謝の気持ちを伝えたりすること
ができ、非常に有意義な時間となりました。

　また、同窓会は代表2人で進めていた為運営がスムーズ
に行くか不安でしたが、受付時など様々な場面でたくさん
の仲間が協力して動いてくれてとても助かりました。協力
してくれた人がいたから今回の会が良いものになったのだ
と思います。
　74回生の皆さんと出会い、かけがえのない仲間を見つけ
たこと、そして篠山鳳鳴高校を卒業したことを誇りに思い
ます！同窓会に来てくださり有難うございました！また皆
さんと会えることを楽しみにしています！！！

卒業生から寄贈を受けましたありがとうございました

サッカーゴール
高27回生 石川泰彦様
サッカーゴール
高27回生 石川泰彦様

陸上競技部横断幕　陸上部卒業生有志陸上競技部横断幕　陸上部卒業生有志

書棚　高7回生 井関道夫様
書籍　高7回生 藤田一道様
書棚　高7回生 井関道夫様
書籍　高7回生 藤田一道様
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　天候にも恵まれ、無事、鉢伏
山に登ることができました。登
山開始直後の急斜面に弱音を吐
く者が多く出ながらも、互いに
声を掛け合い、参加者全員が山
頂（1,221ｍ）に立つことがで
きました。下山後は班ごとに分
かれて焼肉を食べ、親睦を深め
合いました。高校生活のスター
トに当たり、良い行事を行うこ
とができました！

令和６年４月19日（金）　於：鉢伏山高79回生

令和６年４月19日（金）　於：京都 東山周辺

令和６年４月19日（金）　於：USJ

　高校生活最後の遠足（バス旅行）はUSJ。いくつかのアトラクションが停止していたのは残念でしたが、
カチューシャをつけ、帽子をかぶり、思う存分楽しみました。お土産もたくさん買い込み、大満足で帰っ
てきました。

　少し暑いぐらいの最高の天気の中、清水寺、金剛寺、八坂神社等の名所を巡りました。班ごとに美味
しいものを食べたり、お土産をいっぱい買ったり、京都を満喫！もっと時間が欲しかった、いろんな場
所に行ってみたかった、という声がたくさん挙がりました。

【国公立大学】
大阪大(1)　大阪教育大(1)　和歌山大(1)
北見工業大(1)　　　　　　　　　 国立大　計４名
大阪公立大(2)　兵庫県立大(1)　神戸市看護大(1)　
高知工科大(1)　県立広島大(1)　　公立大　計6名
【私立大学】
関西大(1)　関西学院大(8)　同志社大(5)
立命館大(3)　京都産業大(4)　近畿大(10)
甲南大(2)　龍谷大(7)　摂南大(3)
追手門学院大(6)　神戸学院大(4)　兵庫医科大(2)
関西外国語大(6)　大阪電気通信大（7）
大阪工業大（4）　大阪経済大(5)　大手前大(4)
大和大(2)　武庫川女子大(5)　神戸親和大(4)　他
　　　　　　　　　　　 　　　私立大　計117名

かるた部

部活動の軌跡

令和５年度卒業生進路状況 （令和６年３月卒業）

令和５年度の活躍

●丹有地区高等学校総合体育大会  バレーボール競技
　　優秀選手賞　下田芯太郎

●丹有地区高等学校総合体育大会 ソフトボール競技
　　優秀選手賞　和田あかり・長澤伶海
●丹有但馬地区高等学校夏季ソフトボール大会　優勝
　　最優秀選手　竹見桃香
●令和５年度丹有但馬地区高等学校新人ソフトボール大会優勝
　　最優秀選手賞　宇杉心花

●丹有地区高等学校総合体育大会　陸上競技
　　男子3000m障害 第1位　中野晃輝
●第78回丹有高校駅伝大会  男子
　　第１区 区間賞　藤木康綺
　　第３区 区間賞　中野晃輝
　　第５区 区間賞　下田芯太郎

高77回生

春の遠足● ●

春の遠足● ●

春の遠足・鉢伏山登山● ●

主な現役生合格大学（合格者数）男　　　女　　　 計　　　　合計

４年制大学
国　立
公　立
私　立
公　立
私　立

短期大学
男  　40 （69）
女  　52 （57）
計  　92（126） 文部科学省所管外学校など 0（0）

0（3）

看護・医療
一般

公務員
民　間
進　学
公務員

海外留学（準備）
その他 1（0）

45
（79）

55
（62）

100
（141）

100
（141）

進　路　種　別

進　学 67（87）

4（8）

専修・各種学校 21（31）

就　職 5（4）

進学準備 2（8）

合　　　計

（  ）内は昨年度

2
3
26
0
0
0
4
5
2
1
2
0
0
0

2
3
31
0
4
0
7
5
0
2
0
0
0
1

4
6
57
0
4
0
11
10
2
3
2
0
0
1

個 人 の 部

高78回生

● 第69回青少年読書感想文兵庫県コンクール　兵庫県教育委員会賞　「深海にさす一筋の光」　西村和紗
● 第73回「社会を明るくする運動」高校生等エッセイコンテスト
　　　　　　　　　　　　兵庫県保護司会連合会会長賞　「地域のつながりで孤立をなくす」　山下奏乃

●秋季兵庫県高等学校野球大会出場（秋季但丹地区代表）

●第18回全国競技かるた兵庫県大会
　　D級 優勝　吉田羽葵
　　E級 ３位　和田真琴

●第69回青少年読書感想文全国コンクール
　　高等学校の部入選賞　　　　　　西村和紗
●税に関する高校生の作文
　　丹波地区租税教育推進協議会賞　久下莉杏奈
　　丹波地区租税教育推進協議会賞　中澤愛梨
●第73回「社会を明るくする運動」
　高校生等エッセイコンテスト
　　兵庫県推進委員会佳作・丹波篠山市推進委員会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　中澤愛梨
●第1回HYOGOまちづくりアイデアコンテスト
　　論理性賞　　　　　　　　　　　本田りさ・樋口陽奈

鳳  凰  賞

そ の 他

 

理  事  長 足　立　厚　郎

硬式野球部

ソフトボール部

陸上競技部

男子バレーボール部
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●丹有但馬地区高等学校夏季ソフトボール大会　優勝
　　最優秀選手　竹見桃香
●令和５年度丹有但馬地区高等学校新人ソフトボール大会優勝
　　最優秀選手賞　宇杉心花

●丹有地区高等学校総合体育大会　陸上競技
　　男子3000m障害 第1位　中野晃輝
●第78回丹有高校駅伝大会  男子
　　第１区 区間賞　藤木康綺
　　第３区 区間賞　中野晃輝
　　第５区 区間賞　下田芯太郎

高77回生

春の遠足● ●

春の遠足● ●

春の遠足・鉢伏山登山● ●

主な現役生合格大学（合格者数）男　　　女　　　 計　　　　合計

４年制大学
国　立
公　立
私　立
公　立
私　立

短期大学
男  　40 （69）
女  　52 （57）
計  　92（126） 文部科学省所管外学校など 0（0）

0（3）

看護・医療
一般

公務員
民　間
進　学
公務員

海外留学（準備）
その他 1（0）

45
（79）

55
（62）

100
（141）

100
（141）

進　路　種　別

進　学 67（87）

4（8）

専修・各種学校 21（31）

就　職 5（4）

進学準備 2（8）

合　　　計

（  ）内は昨年度

2
3
26
0
0
0
4
5
2
1
2
0
0
0

2
3
31
0
4
0
7
5
0
2
0
0
0
1

4
6
57
0
4
0
11
10
2
3
2
0
0
1

個 人 の 部

高78回生

● 第69回青少年読書感想文兵庫県コンクール　兵庫県教育委員会賞　「深海にさす一筋の光」　西村和紗
● 第73回「社会を明るくする運動」高校生等エッセイコンテスト
　　　　　　　　　　　　兵庫県保護司会連合会会長賞　「地域のつながりで孤立をなくす」　山下奏乃

●秋季兵庫県高等学校野球大会出場（秋季但丹地区代表）

●第18回全国競技かるた兵庫県大会
　　D級 優勝　吉田羽葵
　　E級 ３位　和田真琴

●第69回青少年読書感想文全国コンクール
　　高等学校の部入選賞　　　　　　西村和紗
●税に関する高校生の作文
　　丹波地区租税教育推進協議会賞　久下莉杏奈
　　丹波地区租税教育推進協議会賞　中澤愛梨
●第73回「社会を明るくする運動」
　高校生等エッセイコンテスト
　　兵庫県推進委員会佳作・丹波篠山市推進委員会長賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　中澤愛梨
●第1回HYOGOまちづくりアイデアコンテスト
　　論理性賞　　　　　　　　　　　本田りさ・樋口陽奈

鳳  凰  賞

そ の 他

 

理  事  長 足　立　厚　郎

硬式野球部

ソフトボール部

陸上競技部

男子バレーボール部
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年 月　日 事　　　業 場　　所

この振込用紙は、丹波篠山市への「ふるさと応援寄付金」用です。
同窓会活動協力金の振込用紙は、別紙で同封していますので、お間違いのないようご注意下さい。

　私はこの春、大阪大学基
礎工学部に進学しました。
将来は、多種多様な人が過
ごしやすい社会をつくる仕
事に就きたいと考えていま
す。そのため、大学で基礎
工学の知識を身につけ、科
学と技術の融合による科学
技術の根本的な開発に取り
組んでいきたいと考えてい
ます。中でも、AIなどの情
報工学の分野について研究
したいと考えています。
　また、大学在学中にさら
に高い英語力、特にスピー
キング力を身につけていき
たいと考えています。グ
ローバル化が進んだ社会に
おいて、英語力は海外の最
先端の技術をいち早く取り
入れられることにつながり
ます。
　最後に、大学生活を充実
したものにできるよう、勉
学も怠らず今後も精進して
いきます。

同窓会事務局からの報告

260,093
500,000

2,450,000
610,220
240,000
592,974

4,653,287

繰 越 金
会 費
繰 入 金
特 別 賦 課 金
広 告 料 収 入
雑 収 入
　合 計　

6,214
2,868,766
546,728
511,701
17,633
5,750

138,537
0

300,000
4,395,329
257,958

4,653,287

4,456,157
7,279,390
2,587,978
4,196,515

18,520,040

会 議 費
事 業 費
会 員 大 会 費
人 件 費
需 用 費
慶 弔 費
通 信 費
予 備 費
積 立 金
　 小 計
次期繰越し収支差額
　合 計　

収入の部 （単位：円） 支出の部 （単位：円）

257,958
570,000

2,380,000
600,000
240,000
652,042

4,700,000

繰 越 金
会 費
繰 入 金
特 別 賦 課 金
広 告 料 収 入
雑 収 入
　合 計　

10,000
2,910,000
600,000
570,000
80,000
10,000

190,000
30,000

300,000
4,700,000

会 議 費
事 業 費
会 員 大 会 費
人 件 費
需 用 費
慶 弔 費
通 信 費
予 備 費
積 立 金
　合 計　

収入の部 （単位：円） （単位：円）支出の部同 窓 会 基 金 会 計
同 窓 会 名 簿 特 別 会 計
活 動 協 力 金 特 別 会 計
周 年 事 業 特 別 会 計
　 総 合 計 　

（単位：円）

令和6年度 同窓会事業計画

令和6年度 一般会計予算（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

代議員会報告

科　　目 決  算  額

科　　　目 令和5年度残高

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額

科　　目 決  算  額 ４月4日
４月15日
５月16日
６月２日
７月初旬
11月10日
２月27日
３月下旬
３月下旬

令和6年

令和7年

本館1階　第2会議室
本館3階　探究ルーム
本館1階　第1会議室
ホテルグランヴィア 大阪

ユニトピアささやま
篠山鳳鳴高校体育館
校長応接室
校長応接室

会計監査
正副会長・学校三役合同会議
常任理事会・代議員会
阪神支部総会
会報発行
会員大会（第16回鳳鳴のつどい）
同窓会入会式・鳳凰賞授与式
堀内剛二奨学金給付式
藤木千皓奨学金給付式

　私は４月に大阪教育大学教育学部教育
協働学科理数情報専攻（自然科学コース）
に進学しました。高校での学習を通して
化学や生物分野に興味を持ったこと、ま
た高校理科の教員免許を取得したいと
思っていることがこの進路を選んだ理由
です。
　大学では高校より専門性の高い内容を
学ぶことができます。そのなかで実験や
研究に取り組み、幅広い知識を身につけ
ていきたいです。
　また、大学在学中には英会話の勉強を
したいと考えています。以前、外国の方
に話しかけられた際、うまく返答するこ
とができなかったことが何度かありまし
た。外国の方とも英語で楽しく話せるよ
う、自由な時間を活用して英会話の勉強
に取り組みたいと思います。
　４月からは一人暮らしが始まりまし
た。不安も感じていましたが、人として
成長できるいい機会でもあり、充実した
日々を送っています。
　最後になりましたが、これまで支えて
くださった家族や先生方への感謝の気持
ちを忘れずに、大学生活を過ごしていき
たいと思います。

　私は、高校３年間で様々な経験をさせて
いただき、その経験から多くのことを得る
ことができました。中でも、部活動や生徒
会活動を通して様々な方と接する機会があ
り、改めてコミュニケーションの大切さ、
難しさを実感することができました。加え
て、インターアクト部でのボランティア活
動で地域住民の方の地域に対する愛を深く
知ることができました。
　将来、人々に食生活の大切さなどを伝え
る管理栄養士になりたいと思っています。
そのため大学では、基礎科目から実習、栄
養のことを深く追求し学ぶのに加えて、
様々な人に伝えるためのコミュニケーショ
ン力を身につけ伸ばしていきたいと考えて
います。そして、高校生の時と同様、ボラ
ンティア活動を積極的に行い、社会に貢献
できる人材になれるよう精一杯取り組み、
充実した大学生活にしたいと思います。
　最後に、今までお世話になった家族や先
生方、地域の方々への感謝を忘れずに一層
精進を重ねていきたいと思っています。ま
た、今度は私が地域の方々に、地域への愛
を伝える側になりたいと思います。この度
は奨学生に選んでいただき本当にありがと
うございました。　

収入の部 （単位：円）

7,841,594
894,490

72
8,736,156

令和4年度から繰越
高46回生寄付
預金利息（普通預金55、定期預金17）

繰 越 金
寄 付 金
雑 収 入
　 合 　 計 　

収　入　額 摘　　　要科　　　目

（単位：円）支出の部

収入総額
支出総額
残　　額

8,736,156円
982,190円
7,753,966円（※令和6年度へ繰越）

同窓会活動協力金の他に、特別寄付金を
いただきました。ありがとうございました。

参考1　同窓会関連事業、各支部事業等及び学校行事等本部役員出席事業

令和5年度一般会計決算報告（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

令和5年度特別会計決算報告（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

令和5年度教育振興基金決算報告（令和5年4月1日～令和6年3月31日）

堀内剛二奨学金を給付
近成秀太さん、中野佑香さん

藤木千皓奨学金を給付
柴田環子さん

（敬称略）
山下　久恵
山口　積恵
林　　　茂
小田垣憲三
加茂前秀夫
林　　芳子
3年4組クラス会有志
西村健太郎
匿名　1名
学年同窓会
匿名　1名
高25回卒業生
匿名　1名
3年4組クラス会出席者一同
長澤　典永
長澤　直子
小田垣　昇
匿名　1名
長澤　柚乃

年 月　日 事　　　業 場　　所
４月８日
２月28日

令和6年
令和7年

篠山鳳鳴高校体育館
篠山鳳鳴高校体育館

第79回入学式
第77回卒業証書授与式

★正副会長会は随時開催

内山　茂子
藤木　千皓
実鈴会有志
石田　栄代
溝端　　平
匿名　1名
金田　壮雄
佐園　　勝
横溝　　厚
植村　登女
西本　治美
堀池　信雄
小田垣博三
東尾　　薫
細見　康雄
井上　俊夫
小林　泰子
波々伯部自克
堀江　　裕
村岡雄志郎

（内山）
（山口）

（室谷）

（山内）

（林）
（羽田）

女25
女33
高１
高３
高５
高５
高７
高７
高８
高９
高９
高９
高９
高10
高10
高12
高12
高14
高15
高15

篠山鳳鳴同窓会  役員名簿
会　長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

副会長

会計監査

会計監査

（高30回）

（高26回）

（高32回）

（高34回）

（高37回）

（高38回）

（高38回）

（高43回）

（高28回）

（高44回）

顧　問

顧　問

顧　問

顧　問

顧　問

阪神支部長

洛鳳会会長

関東支部長

東海支部長

丹波市支部長

河合　迪雄

畑　　俊三

熊谷　　滿

河南　秀和

赤井　佳子

永井　哲郎

西垣　吉春

鎌田　紀彦

山中　和彦

大江　幹雄

（中58回）

（高13回）

（高17回）

（高22回）

（高15回）

（高19回）

（高17回）

（高９回）

（高28回）

（高22回）

中西　　薫

山中　信彦

井関由里子

堀　　成志

小倉　淳資

田中　義治

谷掛　晴子

　原　謙介

原田　豊彦

若宮　哲洋高15
高15
高15
高17
高19
高19
高20
高21
高22
高22
高23
高25
高26
高29
高39
高39
高41
高43
高74

近成秀太 中野佑香 柴田環子
支　出　額科　　　目

28,820
23,100

0
863,610
66,660

0
982,190

鳳凰賞・皆勤賞
教 育 活 動 費
広 報 活 動 費
設 備 充 実 費
図 書 費
特 別 事 業 費
　 合 　 計 　

鳳凰賞盾、皆勤賞（図書カード）
卒業生用コサージュ

マグネット式スクリーン10教室設置
進路指導室図書  28冊

摘　　　要

印刷

https://www.pritec.net  info@pritec.net
〒669-2333  兵庫県丹波篠山市南新町67-1

（斉藤）

（酒井）

（津瀬）
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こちらの郵便振り込み用紙をご利用ください

　篠山鳳鳴高校同窓会の皆さんには、いつもふるさとのことをあ
たたかく想っていただきありがとうございます。また、丹波篠山
市では同窓会の皆さんが、商工業、観光、農業、福祉、教育など様々
な分野でリーダーとしてまちを担っていただいています。
　同窓会の皆さんのご活躍のおかげで、今や丹波篠山市はブラン
ドも高まり、美しい城下町、農業、自然や文化など魅力が高まり、
人気のまちとなって、観光客や移住希望者も増えています。
　この幸せ多きふるさと丹波篠山を、未来に、若い世代に引き継
いでいかなければなりません。
　皆さんからのふるさと納税は、これからもまちの魅力を高めた
り、若い人を呼び戻したり、定着していただくような施策をすす
めていくため、大切に使わせていただきます。
　また、来年には大阪・関西万博に合わせ、「丹波篠山国際博 日
本の美しい農村、未来へ」を開催し、日本の農村の星をめざして
取り組みを進めます。
　何卒よろしくお願い申し上げます。
同窓会の皆さんの益々のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

応援よろしくお願いします！！応援よろしくお願いします！！
篠山鳳鳴同窓会の皆様篠山鳳鳴同窓会の皆様

丹波篠山市長　酒井　隆明

鳳鳴

１、窓口：直接窓口（丹波篠山市役所 ブランド戦略課）で寄付
２、郵便振替：専用の払込用紙（本会報P14）で、最寄りのゆ
うちょ銀行から振り込み。入金確認後、返礼品申込書と
カタログを送付。

3、インターネット：下記ふるさと納税ポータルサイトから
寄付

■令和5年度のご報告

■令和6年度の取り組み 丹波篠山市のふるさと納税の仕方

丹波篠山市役所  企画総務部  ブランド戦略課 ふるさと応援推進室
TEL : 079-552-0275/FAX:079-552-5665 メール : furusato_div@city.sasayama.hyogo.jp

■問い合わせ先

多くのご協力と応援をありがとうございました。
昨年度の寄付金額合計307,207,377円、寄付件数14,944件
令和5年度、寄付は下記の事業に活用しました。（抜粋）

● その他、丹波篠山市の発展のために使わせていただいております。

● 農の都としての農業振興に関する事業
ふるさと丹波篠山に住もう帰ろう運動推進事業

〔事業費：36,854,600円〕〔事業費：36,854,600円〕

ふるさと応援寄付金について丹波篠山丹波篠山

応援団のご登録はこちらから

● 伝統文化の保全や教育環境の充実等、
　 文化・教育に関する事業
保健体育総務費 〔事業費：8,613,745円〕〔事業費：8,613,745円〕

　丹波篠山の魅力が詰まった農産品、工芸品、
加工品等の返礼品のラインナップは800品を
超えています。毎年、丹波篠山ブランドの特産
品を一人でも多くの方に手にとってもらえるよ
うに魅力ある返礼品の充実を進めています。
　食品や工芸品に限らず、丹波篠山にお越しい
ただき使うことができる丹波焼クーポンや人気
施設の宿泊券、食事券、アクティビティ体験券な
どのバラエティ豊かな返礼品も揃えています。
　今後も魅力的な返礼品を揃え、ふるさと納税
を通じて丹波篠山の魅力を伝えていきます。

▲サッカー教室▲移住されたご家族

楽天QRコード

マイナビ
QRコード

ANA
QRコード

さとふる
QRコード

ふるなび
QRコード

丹波篠山ふるさと応援団を募集しています！
　丹波篠山ふるさと応援団は、人手不足などの課題を
抱えながらも頑張る地域を応援したい方に登録してい
ただける制度です。登録していただいた応援団員のみ
なさんへは地域とつながるきっかけや地域の情報を
提供します。

関係
人口

丹波篠山つながり案内所QRコード▲

新たに返礼品に追加され
たローストビーフや人気の
チーズケーキ・丹波焼

「丹波篠山暮らし案内所」を開設し、移住や空き家の相談
を受け付けています。その取り組みの成果として移住者
数は５年間で約３倍に増えました。

プロサッカーチーム主催のスポーツ教室を開催するなど
将来を担う子どもたちに「夢と希望」を与える取り組みを
しています。
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こちらの郵便振り込み用紙をご利用ください

　篠山鳳鳴高校同窓会の皆さんには、いつもふるさとのことをあ
たたかく想っていただきありがとうございます。また、丹波篠山
市では同窓会の皆さんが、商工業、観光、農業、福祉、教育など様々
な分野でリーダーとしてまちを担っていただいています。
　同窓会の皆さんのご活躍のおかげで、今や丹波篠山市はブラン
ドも高まり、美しい城下町、農業、自然や文化など魅力が高まり、
人気のまちとなって、観光客や移住希望者も増えています。
　この幸せ多きふるさと丹波篠山を、未来に、若い世代に引き継
いでいかなければなりません。
　皆さんからのふるさと納税は、これからもまちの魅力を高めた
り、若い人を呼び戻したり、定着していただくような施策をすす
めていくため、大切に使わせていただきます。
　また、来年には大阪・関西万博に合わせ、「丹波篠山国際博 日
本の美しい農村、未来へ」を開催し、日本の農村の星をめざして
取り組みを進めます。
　何卒よろしくお願い申し上げます。
同窓会の皆さんの益々のご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

応援よろしくお願いします！！応援よろしくお願いします！！
篠山鳳鳴同窓会の皆様篠山鳳鳴同窓会の皆様

丹波篠山市長　酒井　隆明

鳳鳴

１、窓口：直接窓口（丹波篠山市役所 ブランド戦略課）で寄付
２、郵便振替：専用の払込用紙（本会報P14）で、最寄りのゆ
うちょ銀行から振り込み。入金確認後、返礼品申込書と
カタログを送付。

3、インターネット：下記ふるさと納税ポータルサイトから
寄付

■令和5年度のご報告

■令和6年度の取り組み 丹波篠山市のふるさと納税の仕方

丹波篠山市役所  企画総務部  ブランド戦略課 ふるさと応援推進室
TEL : 079-552-0275/FAX:079-552-5665 メール : furusato_div@city.sasayama.hyogo.jp

■問い合わせ先

多くのご協力と応援をありがとうございました。
昨年度の寄付金額合計307,207,377円、寄付件数14,944件
令和5年度、寄付は下記の事業に活用しました。（抜粋）

● その他、丹波篠山市の発展のために使わせていただいております。

● 農の都としての農業振興に関する事業
ふるさと丹波篠山に住もう帰ろう運動推進事業

〔事業費：36,854,600円〕〔事業費：36,854,600円〕

ふるさと応援寄付金について丹波篠山丹波篠山

応援団のご登録はこちらから

● 伝統文化の保全や教育環境の充実等、
　 文化・教育に関する事業
保健体育総務費 〔事業費：8,613,745円〕〔事業費：8,613,745円〕

　丹波篠山の魅力が詰まった農産品、工芸品、
加工品等の返礼品のラインナップは800品を
超えています。毎年、丹波篠山ブランドの特産
品を一人でも多くの方に手にとってもらえるよ
うに魅力ある返礼品の充実を進めています。
　食品や工芸品に限らず、丹波篠山にお越しい
ただき使うことができる丹波焼クーポンや人気
施設の宿泊券、食事券、アクティビティ体験券な
どのバラエティ豊かな返礼品も揃えています。
　今後も魅力的な返礼品を揃え、ふるさと納税
を通じて丹波篠山の魅力を伝えていきます。

▲サッカー教室▲移住されたご家族

楽天QRコード

マイナビ
QRコード

ANA
QRコード

さとふる
QRコード

ふるなび
QRコード

丹波篠山ふるさと応援団を募集しています！
　丹波篠山ふるさと応援団は、人手不足などの課題を
抱えながらも頑張る地域を応援したい方に登録してい
ただける制度です。登録していただいた応援団員のみ
なさんへは地域とつながるきっかけや地域の情報を
提供します。

関係
人口

丹波篠山つながり案内所QRコード▲

新たに返礼品に追加され
たローストビーフや人気の
チーズケーキ・丹波焼

「丹波篠山暮らし案内所」を開設し、移住や空き家の相談
を受け付けています。その取り組みの成果として移住者
数は５年間で約３倍に増えました。

プロサッカーチーム主催のスポーツ教室を開催するなど
将来を担う子どもたちに「夢と希望」を与える取り組みを
しています。
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編 集 後 記編 集 後 記

【篠山鳳鳴同窓会ホームページアドレス】　https://homei-ｄｏｓｏ.ｏｒｇ

令和6年度同窓会、クラス会予定令和6年度同窓会、クラス会予定

▼

▼昨年度の様子

集い
語らい
楽しもう

会 員 大 会
■日　時 ： 令和６年11月10日（日）

■会　場 ： ユニトピアささやま■会　費 ： 7,000円
受付 午前11:00

丹波篠山市矢代231-1
TEL（079）552-5222

のご案内鳳鳴のつどい16第 回

TEL/FAX 079-554-2533

同窓会事務局は下記の曜日・時間事務員が在室しています
AM10:00～12:00
PM  1:00～  3:00月・水・金

〒669-2318 丹波篠山市大熊369
　　　　   篠山鳳鳴同窓会事務局

https://unitopia-sasayama.pgu.or.jp

〒669-2356
兵庫県丹波篠山市矢代231-1

○ 宿泊
○ グルメ
○ 研修

○ アウトドアスポーツ
○ キャンプ＆BBQ
○ 温泉

みな様からのお便り
をお待ちしています!
留守の場合は留守番
電話に伝言をお願い
します。

皆様の大切な個人情報であることをご留意いただき、複写ある
いは譲渡、売買などの行為は禁止とさせていただきます。

同窓会名簿の取り扱いについて

同窓会事務局からのお知らせ

活動協力金ご協賛のお願い
　会員の皆さんと同窓会を結ぶ会報は、この活動協力金
によって発行されています。同窓会活動協力金のご協賛
について、一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。
　同窓会活動協力金はお一人2,000円とし、同封振込用
紙にて郵便局又は、コンビニ、スマートフォンアプリよ
りお願いいたします。なお、振込手数料は不要です。

お一人

2,000円

令和5年度協力金（令和6年5月31日現在）
2,764,553円（振込手数料除）1,266件

　なお、ご協賛いただいた皆様のお名前を、次回発行の本紙に
掲載する予定です。
　会員の皆様からの多額の協力金に深く感謝申し上げます。
引き続き今年度もご協力よろしくお願い申し上げます。

　北海道にある社員31名の町工場「植松電機」。下町ロケットのモデルになった同社は、2004年からロケットの打ち上げ開
発に取り組み、現在国内外の研究者が集まる宇宙開発の拠点になっています。夢を諦めず挑戦し続けることの大切さを伝
え続ける植松努社長の講演会を、計画しています。
　しかしながら、県立高校の予算では講演料が賄えないため、同窓生有志のご支援を募っています。皆様のご協力よろしく
お願い致します。
振込先 : 三井住友銀行 篠山支店　普通預金 口座番号 : 3086709　受取人口座名 : 篠山鳳鳴同窓会 会長 中西　薫
振込期限 : 令和６年9月30日

今年は高39回生（昭和62年卒業生）が担当して、楽しいイベントを開催します。
同封のハガキで参加のお申し込みをお願いいたします。
お申し込みいただいた同窓会員様には、後日詳しいご案内を差し上げます。まずは申し込みを（9月30日締切）

お知らせ

　同封の「きずなはがき」、郵送、ファックス、ホームページ
（https://homei-doso.org）などで、原稿をお寄せくださ
い。お名前、住所、卒業回生、連絡先をお忘れないようお願い
します。
　なお、紙面の都合上、掲載できない場合もございます。

原稿募集原稿募集

「下町ロケット」講演会開催にご支援ください。

　コロナ禍を経て、昨年から「鳳鳴のつどい」をはじめ、
多くの同窓会が各地で開催されるようになりました。久
しぶりの再会に歓喜されている様子を拝見し、同窓会の
良さ、つながりの大切さを再認識いたしました。
　また、丹波篠山文化会議の皆様による母校での講義や、
鳳鳴高校出身の作家の皆様による作品展示「アートde
エール」といった活動にも大変魅力を感じているところ
です。
　こうした交流がさらに活発になり、卒業生、現役学生、
そして先生方や地域の皆様と共に２年後の創立150周年
に向けて盛り上げていければと心から願っています。
最後になりましたが、皆様のご健康とますますのご活躍
を心よりお祈り申し上げます。  　　  　原謙介（高43回）

高26回  R6年 ７月14日   卒業50年の集い
高27回  R6年11月23日   卒業50年の集い
高47回  R7年 1月 2日   卒業30年の集い
高32回  R7年 1月 3日  卒業45年・復活の集い
高35回  R7年 1月 3日  3回目の成人式
高75回  R7年 1月11日  20歳のお祝い同窓会

●

●

●

●

●

●

場所は、いずれもユニトピアささやま


